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こ
の
夏
は
、
東
京
都
心
を
は
じ

め
全
国
各
地
で
最
高
気
温
が
35
度

以
上
と
な
る
猛
暑
日
が
、
最
も
多

か
っ
た
昨
年
を
上
回
る
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
特
に
お
子
様
や
高
齢

者
の
方
々
に
は
、
熱
中
症
対
策
に

ご
注
意
い
た
だ
き
、
自
身
や
家
族

の
安
全
を
最
優
先
に
、
ご
自
愛
さ

れ
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
８
月
15
日
付
の
徳
島
新

聞
に
お
い
て
も
紹
介
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
川
島
高
校
の
生
徒
さ

ん
が
提
案
し
た
ア
イ
デ
ア
が
、
こ

の
度
、
桑
の
葉
や
実
を
使
っ
た

ジ
ェ
ラ
ー
ト
と
し
て
商
品
化
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
商
品
化
は
、
本
年
２

月
に
開
催
し
た
「
ふ
る
さ
と
対
話

集
会
」
に
お
い
て
、
同
校
の
生
徒

の
皆
さ
ん
か
ら
、
地
域
の
魅
力
や

課
題
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
い
て
の

解
決
策
と
し
て
、
か
つ
て
養
蚕
業

が
盛
ん
で
、
桑
が
多
く
栽
培
さ
れ

て
い
た
本
市
の
歴
史
に
着
目
し
た

「
産
官
学
連
携
に
よ
る
「
桑
」
産

業
の
創
出
」
に
つ
い
て
の
提
案
を

い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
き
っ
か
け

で
す
。

　
今
秋
か
ら
の
販
売
予
定
と
伺
っ

て
お
り
、
11
月
頃
に
は
、
本
市
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
登

録
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
若
い
世
代
の
斬
新
で
わ
く
わ
く

す
る
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が
、
本
市

の
魅
力
を
全
国
へ
向
け
て
発
信
す

る
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

●
財
政
状
況

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
の
決
算

に
つ
い
て
、
単
年
度
の
実
質
的
な

収
支
を
表
す「
実
質
単
年
度
収
支
」

は
、
２
年
連
続
で
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
基
金
残
高
が
、
前

年
度
末
か
ら
約
7
・
1
億
円
増
加

し
た
一
方
、
地
方
債
残
高
は
、
前

年
度
末
か
ら
約
17
億
８
千
万
円
の

減
と
な
り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

「
収
支
状
況
」、「
基
金
残
高
」
お

よ
び
「
地
方
債
残
高
」
の
い
ず
れ

に
お
い
て
も
健
全
化
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
財
政
構
造
の

弾
力
性
を
測
定
す
る
比
率
と
し
て

用
い
ら
れ
る
指
標
の
経
常
収
支
比

率
は
、
昨
年
度
の
88
・
3
％
か
ら

92
・
0
％
と
3
・
7
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
て
お
り
、
行
財
政
改
革
の
取

り
組
み
を
引
き
続
き
着
実
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
身
の
丈
に
合
っ

た
財
政
運
営
を
継
続
す
る
必
要
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
慎
重
な
財
政
運
営
が
求

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
状
況
の
な
か
に
あ
っ
て

も
、
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
り
、
地

域
の
実
情
を
常
に
把
握
し
な
が

ら
、「
地
域
活
性
化
」
と
「
財
政

健
全
化
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実
行

し
て
い
く
こ
と
が
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
負
託
を
受
け
た
私
の
最
大
の

責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
市
制
20
周
年

　
本
市
は
、
来
年
10
月
に
、
合
併

後
20
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
「
市
制
20
周
年
」
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
祝
い
、
喜
び
を

分
か
ち
合
い
、
そ
し
て
吉
野
川
市

民
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
機

会
と
な
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
思
い
出
と
し
て
残
る
「
記
念
式

典
」
や
「
特
別
事
業
」
の
ほ
か
、

例
年
実
施
し
て
い
る
各
種
事
業
を

ア
レ
ン
ジ
し
た
「
冠
事
業
」、
更

に
は
20
年
の
軌
跡
を
振
り
返
る

「
記
念
誌
の
発
刊
」
な
ど
の
実
施

に
つ
い
て
、
協
議
・
検
討
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

　
本
市
が
歩
ん
で
き
た
20
年
目
の

節
目
を
契
機
と
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
ふ
る
さ
と
へ
の
深
い
愛
着

を
感
じ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
と
と
も
に
、「
ふ
る
さ

と
吉
野
川
市
」
の
素
晴
ら
し
い
豊

か
な
自
然
環
境
や
文
化
・
産
業
を

次
世
代
へ
確
実
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
を
務
め
と
し
、
未
来
に
誇
れ

る
「
夢
紡
ぐ
ま
ち
」
の
実
現
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

市政の窓

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
（
秋
開
始
接
種
）

　
春
開
始
接
種
と
同
様
、
秋
開
始

接
種
に
お
い
て
も
、
集
団
接
種
は

実
施
せ
ず
、
個
別
医
療
機
関
で
の

接
種
を
行
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
際
に

は
、
感
染
症
予
防
の
効
果
と
副
反

応
の
リ
ス
ク
の
双
方
に
つ
い
て
、

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
た
だ
い

た
上
で
、
本
人
の
意
思
に
基
づ
い

て
接
種
を
判
断
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

●
ヨ
コ
タ
上
桜
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
シ
ャ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
設
置

　
同
施
設
を
練
習
拠
点
と
す
る
Ｆ

Ｃ
徳
島
の
選
手
が
、
練
習
後
に

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
上
で
職
場

へ
出
勤
で
き
る
よ
う
に
と
、（
株
）

ヨ
コ
タ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
様
か

ら
、
こ
の
度
、
シ
ャ
ワ
ー
ユ
ニ
ッ

ト
２
基
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
４
月
か
ら
使
用
開
始
で
き

る
よ
う
、
本
定
例
会
に
設
置
工
事

に
係
る
関
連
予
算
を
提
案
し
て
い

ま
す
。

　
完
成
後
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使

用
す
る
た
く
さ
ん
の
方
々
に
利
用

い
た
だ
き
、
施
設
の
利
便
性
向
上

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
維
持
や
ス
ポ
ー
ツ

桑の葉・桑の実ジェラート
【ふるさと納税返礼品】に登録

　８月 28 日、令和５年９月
吉野川市議会定例会開会日、
原井市長は令和５年度のこ
れまでの成果と今後の市政
運営方針についてその所信
を表明し、市民の皆さんや市
議会に理解と協力を求めまし
た。要旨は次のとおりです。

市
政
の
動
き
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●
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業

　

本
事
業
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

課
題
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が

連
携
し
解
決
し
て
い
く
た
め
に
昨

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

今
年
度
も
提
案
事
業
の
募
集
に
は

５
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
去
る
８
月
25
日
に
審
査
委
員
会

に
お
い
て
事
業
の
選
定
を
行
い
、

荒
廃
し
て
い
る
里
山
の
再
生
や
市

内
に
残
存
す
る
貴
重
な
文
化
財
の

活
用
な
ど
、
４
件
の
採
用
を
決
定

し
ま
し
た
。

　
吉
野
川
市
が
世
代
を
超
え
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
場
所
と
な
る
よ
う
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
、

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
お
え
ク
ー
ポ
ン
事
業
の
進
捗
状

況
　
生
活
者
と
事
業
者
双
方
の
支
援

と
、
市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
吉
野
川
市
民
の
皆
さ
ん
全

員
を
対
象
に
、
９
月
よ
り
市
内
の

登
録
店
舗
で
使
え
る
１
人
当
た
り

５
０
０
０
円
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
配

布
す
る
第
３
弾
「
お
え
ク
ー
ポ
ン

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
期
間
は
、
９
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
消
防
団
装
備
品
の
充
実

　
本
市
で
は
、
消
防
団
員
の
安
全

確
保
と
災
害
対
応
能
力
向
上
の
た

め
、
消
防
団
の
装
備
品
な
ど
の
充

実
強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ

の
度
、
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
等
共
済
基
金
か
ら
の
助
成
金
を

一
部
活
用
し
、
行
方
不
明
者
の
捜

索
時
な
ど
に
お
い
て
必
要
と
な
る

「
救
助
用
半
長
靴
」（
編
み
上
げ
靴
）

を
全
消
防
団
員
に
配
備
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

●
簡
易
デ
ジ
タ
ル
無
線
屋
上
ア
ン

テ
ナ
設
置
事
業

　
本
事
業
は
、
県
の
令
和
５
年
度

「
と
く
し
ま
ゼ
ロ
作
戦
」
県
土
強

靱
化
推
進
事
業
費
補
助
金
を
活
用

し
、
本
庁
東
館
屋
上
へ
簡
易
デ
ジ

タ
ル
無
線
屋
外
ア
ン
テ
ナ
を
設
置

す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
大
規
模
災
害
発

生
時
な
ど
に
お
い
て
、
通
信
手
段

が
途
絶
し
た
状
態
で
あ
っ
て
も
、

簡
易
デ
ジ
タ
ル
無
線
を
利
用
し
て

災
害
対
策
本
部
と
各
支
所
、
各
消

に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
、
本
市
の
活
性
化
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

●
こ
ど
も
ま
ん
な
か
へ
の
取
り
組

み
　

か
ね
て
か
ら
の
要
望
に
鑑
み
、

鴨
島
児
童
館
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す

る
こ
と
と
し
、
本
定
例
会
に
関
連

予
算
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

鴨
島
児
童
館
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
に
よ
り
、
本
市
が
所
管
す
る
保

育
所
や
こ
ど
も
園
、
小・
中
学
校
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
す

べ
て
の
児
童
関
連
施
設
に
つ
い

て
、
当
該
施
設
ま
た
は
隣
接
す
る

施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
備
え
る
こ
と

と
な
り
、
万
一
の
時
に
は
速
や
か

に
救
命
活
動
を
行
え
る
配
置
と

な
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
こ
ど
も
の

命
を
守
る
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

こ
ど
も
に
と
っ
て
一
番
の
利
益
を

念
頭
に
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
」の
実
現
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
と
く
し
ま
探
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業

　
人
口
減
少
や
産
業
衰
退
な
ど
の

徳
島
県
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
や
分
野
か

ら
児
童
・
生
徒
が
主
体
的
に
探
究

学
習
に
取
り
組
む
「
と
く
し
ま
探

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
、
本
年
度

の
実
施
校
と
し
て
、
高
越
小
学
校

５
年
生
が
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
主
な
取
組
内
容
は
、
国
指
定
の

天
然
記
念
物
で
あ
る
「
船
窪
オ
ン

ツ
ツ
ジ
群
落
」
や
「
美
郷
の
ホ
タ

ル
発
生
地
」
の
見
学
・
調
査
、
阿

波
和
紙
伝
統
産
業
会
館
で
和
紙

づ
く
り
や
藍
染
め
の
体
験
学
習

を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
の
方
々

の
協
力
や
指
導
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
ふ
る
さ
と
の
探
究
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
一
人
一
台
端
末
を
活

用
し
て
、
吉
野
川
市
の
魅
力
を
紹

介
す
る
動
画
を
作
成
し
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
実
践
動
画
コ
ン
テ
ス

ト
に
応
募
す
る
ほ
か
、
学
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
情
報
発
信
も

行
い
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
収
集

　
高
齢
者
世
帯
の
増
加
や
核
家
族

化
の
進
展
に
伴
い
、
日
々
の
ご
み

出
し
に
課
題
を
抱
え
る
世
帯
が
増

え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢

者
世
帯
な
ど
の
ご
み
出
し
支
援
事

業
と
し
て
、「
ふ
れ
あ
い
収
集
」

を
試
験
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

事
業
の
開
始
時
期
に
つ
い
て

は
、
９
月
１
日
よ
り
収
集
を
希
望

す
る
方
の
利
用
申
込
を
受
け
付

け
、
申
請
内
容
の
確
認
を
し
た
後

の
11
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
本
号
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

●
は
ば
た
け
！！
若
者
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
市
の

魅
力
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
市
で

行
う
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
資
金
調

達
を
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み

を
活
用
し
た
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
R
で
支
援

す
る
も
の
で
、
本
年
度
も
応
募
の

あ
っ
た
３
件
と
も
採
択
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
10
月
か
ら
ふ
る
さ
と

納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
」
で
90
日
間
寄
付
を

募
り
、
令
和
６
年
度
に
事
業
実
施

の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
採
択
さ
れ
た
事
業
が
、
今
後
の

本
市
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。（
本
号
５

ペ
ー
ジ
参
照
）

移
住
定
住
・
に
ぎ
わ
い
創
出
の

魅
力
度
向
上

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

拡
大

子
育
て
・
教
育
の
満
足
度
向
上

成
長
す
る
産
業
づ
く
り
の
拡
大

暮
ら
し
・
福
祉
の
満
足
度
向
上
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今
年
度
末
か
ら
２
年
間
か
け
て
水

道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
な
ら
び
に
水

道
事
業
経
営
戦
略
の
見
直
し
を
行

い
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
で
安

心
な
水
の
安
定
供
給
が
確
保
で
き

る
よ
う
、
経
営
基
盤
の
強
化
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

 

専
決
処
分
の
報
告
ほ
か

●
報
第
15
号
～
報
第
18
号

決
算
認
定

◇
令
和
４
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
、
及
び
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
の
各
特

別
会
計
に
係
る
歳
入
歳
出
決
算
認

定◇
令
和
４
年
度
の
水
道
事
業
会

計
、
及
び
下
水
道
事
業
会
計
の
決

算
認
定

条
例

●
吉
野
川
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定

予
算

◇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

　
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
３

０
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予

算
総
額
を
、
２
０
６
億
８
２
１
４

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

　
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
２

０
９
６
万
７
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
予
算
総
額
を
、
２
１
０
億

３
１
０
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◇
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）

　
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
２
０

０
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予

算
総
額
を
、
２
１
０
億
２
５
１

０
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◇
令
和
５
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
市
道
路
線
の
認
定

　
宅
地
開
発
の
た
め
に
新
設
さ
れ

た
道
路
の
寄
付
を
受
理
し
た
こ
と

に
伴
い
、
市
道
路
線
の
認
定
を
行

う
も
の
で
す
。

◇
教
育
委
員
会
（
１
名
）、
公
平

委
員
会
（
１
名
）、
農
業
委
員
会

（
19
名
）
の
各
委
員
、
及
び
人
権

擁
護
委
員
（
２
名
）
の
選
任
、
及

び
推
薦
に
つ
い
て

防
団
な
ど
と
の
連
絡
手
段
と
し
て

確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
通
信

手
段
の
多
重
化
が
図
れ
ま
す
。

●
震
度
感
知
自
動
解
錠
式
・
鍵
収

納
ボ
ッ
ク
ス
設
置
事
業

　
震
度
感
知
自
動
解
錠
式
・
鍵
収

納
ボ
ッ
ク
ス
は
、
震
度
５
以
上
の

揺
れ
を
感
知
す
る
と
、
施
設
鍵
を

収
納
し
た
鍵
箱
が
自
動
で
解
錠
さ

れ
る
も
の
で
、
避
難
所
に
設
置
す

る
こ
と
で
、
施
設
管
理
者
の
到
着

を
待
た
ず
に
施
設
へ
入
り
、
迅
速

に
避
難
所
の
開
設
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
小
中
学
校
体
育
館
な

ど
６
カ
所
の
避
難
所
に
設
置
し
て

お
り
、
本
年
度
、
県
の
補
助
金
を

活
用
し
、
新
た
に
４
カ
所
の
小
学

校
体
育
館
へ
設
置
し
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
小
学

校
体
育
館
な
ど
を
中
心
に
、
計
画

的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
補
助
事
業

　
自
転
車
乗
車
中
の
死
亡
事
故
に

お
い
て
、
約
７
割
の
方
が
頭
部
に

致
命
傷
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
県
と
協
調
し
、
自
転
車
乗
車

時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
促
進
す

る
た
め
、
特
に
着
用
率
の
低
い
高

校
生
世
代
お
よ
び
自
転
車
事
故
に

よ
る
死
者
の
割
合
が
高
い
65
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
ヘ

ル
メ
ッ
ト
購
入
費
補
助
事
業
」
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
対
象
者
の
方
が
必

要
な
基
準
を
満
た
す
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
購
入
す
る
場
合
に
、
１
個
当
た

り
３
０
０
０
円
を
上
限
に
補
助
金

を
交
付
す
る
も
の
で
す
。（
本
号

５
ペ
ー
ジ
参
照
）

●
環
境
教
育
の
充
実

　
本
市
で
は
、
新
た
な
ご
み
減
量

化
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
宝
の
ご

み
〝
も
っ
た
い
な
い
〟
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
本
年
６

月
か
ら
「
飲
料
用
紙
パ
ッ
ク
」
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、
実
証
実

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
収
集
し
た
紙
パ
ッ
ク
か

ら
再
生
品
化
さ
れ
た
紙
製
品
を
、

収
集
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
各

学
校
に
配
布
し
、「
実
際
に
見
て
、

使
用
し
て
も
ら
う
」こ
と
に
よ
り
、

更
な
る
環
境
学
習
に
対
す
る
効
果

を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
達
の
意
識
を
変
え
る

こ
と
で
、
今
後
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推

進
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

●
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業
の

進
捗
状
況

　
去
る
８
月
22
日
に
新
施
設
の
起

工
式
を
行
い
、
９
月
か
ら
施
設
本

体
の
着
工
に
取
り
か
か
り
ま
す
。

　
新
施
設
に
係
る
整
備
状
況
に
つ

い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
そ
の
進
捗
を
お
知
ら
せ
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
新
た
に
専

用
の
サ
イ
ト
を
設
け
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
、
進
捗
を
見
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
水

道
事
業
経
営
戦
略
の
見
直
し

　
人
口
減
少
や
節
水
機
器
の
普
及

な
ど
に
よ
る
水
需
要
の
減
少
に
加

え
、
老
朽
化
し
た
施
設
や
管
路
の

更
新
需
要
の
増
大
、
地
震
な
ど
自

然
災
害
へ
の
対
策
、
さ
ら
に
は
物

価
高
騰
の
影
響
な
ど
、
水
道
事
業

を
と
り
ま
く
環
境
は
、
計
画
を
策

定
し
た
当
時
と
は
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

鍵収納ボックス

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
と

市
役
所
の
変
革

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

議
会
だ
よ
り
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●問い合わせ　運転管理センター　☎25-2111　℻25-2112

　家庭ごみを所定の収集場所まで持ち出すことが困難な世帯を対象
に、戸別に訪問収集を開始します。

対象となる方
　親族や近隣住民の協力が得られない高齢者（75 歳以上で要介護２
以上）の世帯か、身体障害者手帳の２級以上または、療育手帳Ａ以
上の交付者

●申請には必ず電話での事前相談が必要です。「ふれあい収集」の利
用を希望される方は、運転管理センターまで問い合わせください。

ごみの収集方法
◦収集日は週１回
　（11 月１日から開始予定）
◦利用者宅の玄関先や門扉先とし、蓋

ふた
付

きの収納箱を設置
◦収集するごみは、燃やせるごみ、燃や

せないごみ、資源ごみを分別して排出

高齢者世帯等ごみ出し支援事業「ふれあい収集」を実施します

●問い合わせ　商工観光課　☎22-2226　℻22-2237

●問い合わせ　生活あんしん課（市役所本館１階）　☎22-2269　℻22-2245

対象となる方
１ 吉野川市内に住所を有していること。
２ 高齢者
　 （令和６年３月 31 日時点で満 65 歳以上になる方）
３ 高校生世代
　 （令和５年４月１日時点で満 15 歳以上であること
　 または令和６年３月31時点で満18歳以下であること）
　 ※対象者が未成年のときは保護者の方が申請してください。

補助対象になる品
　吉野川市内で購入した新品ヘルメットで、次のいず
れかの認証を受けていること。

補助対象経費
　ヘルメットの購入費用のうち、本体価格に消費税額を
加えた額。ただし、ポイントなどを利用して購入した場
合は、そのポイントなどに相当する額は補助の対象外。

補助額  ※ 10 円未満の端数は切り捨てです。

補助対象経費の２分の１（上限 3,000 円）

補助金の申請方法
　ヘルメット購入後、令和６年３月 31 日までに「吉野
川市自転車用ヘルメット購入費補助金交付申請書兼請求
書」を次の添付書類とともに、窓口へ提出してください。
⑴領収書の写しなどヘルメットの購入に要した経費お

よびその支払いが完了したことが確認できるもの
⑵ヘルメットが補助対象になる品であること（安全基準

に適合していること）が確認できるものなど
⑶振込先口座が確認できるもの

① SG　　② JCF　　③ CE  EN1078
④ GS　　⑤ CPSC1203
⑥その他①から⑤までに類する認証などを受けた
マークなどが付されたもので、市長が認めるもの

高齢者および高校生世代の方が自転車用ヘルメットを
購入した場合の補助事業を実施します！

令和５年８月４日（金）
購入分から対象です

「吉野川市はばたけ !! 若者応援プロジェクト」の実施事業が決定しました !!
　事業実施を決定した３つの事業が、ふるさと納税サイトである「ふるさとチョイス」のガバメントクラウドファ
ンディング ®（※）による資金調達を開始しました。資金調達後、令和６年度に事業を実施します。

（※）ガバメントクラウドファンディング ®とは…自治体がふるさと納税制度を活用して行うクラウドファンディングのこと。

１ # じゃない方の徳島の挑戦｜徳島県に２つ目のＪリーグクラブ誕生へ
 事業実施者：株式会社 Fortua
２ 「田舎と都会の架け橋になりたい」吉野川市の魅力ある自然を全国に !
 事業実施者：株式会社ラフハーツ・エイテム
３ 若者の“得意”を発揮できる『次世代観光大使』を生みだしたい !!
 事業実施者：株式会社 エンターラル× FUKU-GYO-LIFE 株式会社

※事業内容は右の
二次元コードを
ご確認ください。

※吉野川市に住民
票がある方が寄
付をした場合は、
返礼品の送付はありません。
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防
災
行
政
無
線
か
ら
の
放
送
内
容
を
聞
き
逃
し
た
場
合
、

電
話
に
よ
り
放
送
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
電
話
音
声
案
内
サ
ー
ビ
ス　
　
　
　
☎
22-

２
２
８
０

令和４年度  決 算 報 告

歳入

歳 入

・分担金および
負担金

・使用料および
手数料

・財産収入
・繰越金
・寄付金
・諸収入

市税 
41億2,463万8千円

（19.3％）
その他
18億5,600万円

（8.7％）

繰入金
2億4,797万7千円

（1.2％）

市債
5億3,280万円

（2.5％）

地方交付税
81億2,550万9千円

（38.0％）

地方譲与税・
各種交付金
12億7,151万4千円

（5.9％）

国庫支出金
38億5,173万4千円

（18.0％）

県支出金
13億7,926万円

（6.4％）

自主
財源

29.2%
依存
財源

70.8%

　一般会計および特別会計の収支はすべて黒字となり、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に
基づく、健全化判断比率と資金不足比率は、すべて基準以下となりました。

　令和４年度一般会計の決算額は、歳入総額 213 億 8,943 万２千円、歳出総額
205 億 2,323 万８千円となり、令和５年度への繰越事業に充てる 3,713 万円を
差し引き、実質収支額は８億 2,906 万４千円の黒字となりました。

●寄付金　1.3 億円増
　→藤岡敏孝氏からのこども未来応
　　援寄付金やふるさと納税寄付金
　　などの増
●国庫支出金　9.9 億円減
　→子育て世帯への臨時特別給付金
　　事業補助金や住民税非課税世帯
　　等臨時特別給付金事業補助金な
　　どの減
●市債　5.8 億円減
　→臨時財政対策債や山瀬小学校屋
　　内運動場の建設終了に伴う小学
　　校施設整備事業債などの減

おえクーポン事業　2億516万7千円

都市再生整備事業
（ポケットパーク整備など）

9,244万6千円

新ごみ処理施設整備事業
9,189万5千円

鴨島公民館駐車場整備事業
4,733万1千円

一

歳

般

入
主な増減

令和４年度　ピックアップ事業

213億8,943万2千円

会 計

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY

COP
Y

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY

COP
Y

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y C
OPY

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY
COP

Y

COP
Y C

OPY

COP
Y

第２弾

前年度比　17.7億円減
【7.6％減】
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※市の財政状況をよりわかりやすくお伝えするため、令和４年度の一般
会計決算を家計簿にたとえてみました。ここでは、令和４年度一般会計
決算額を約 1/10,000 にして計算しています。

区　　　分 金額（円） 構成比（%） 対応する決算

自
　
　
　
主

給 料 412,000 19.3 市税

パ ー ト 収 入 29,000 1.3 使用料・手数料、分担金

雑 収 入 48,000 2.3 寄付金、諸収入

資産の売り払いなど 18,000 0.9 財産収入

前 年 か ら の 繰 越 金 91,000 4.2 繰越金

預金の取り崩しなど 25,000 1.2 繰入金

依
存

親 か ら の 仕 送 り 1,463,000 68.3 地方交付税、国・県支
出金、地方譲与税など

銀 行 か ら の 借 入 53,000 2.5 市債

合　　計 2,139,000 100.0

区　　　分 金額（円） 構成比（%） 対応する決算

生 活 費 587,000 28.5 人件費、物件費

ロ ー ン 返 済 239,000 11.7 公債費

家 の 増 改 築 な ど 100,000 4.9 投資的経費

家 や 車 の 維 持 修 繕 5,000 0.3 維持補修費

子 ど も へ の 仕 送 り 221,000 10.8 繰出金

自治会費、加入組合費など 317,000 15.4 補助費等

医 療・ 介 護・ 教 育 費 470,000 22.9 扶助費

雑 支 出 21,000 1.0 投資および出資金・貸付金

定 期 預 金 92,000 4.5 積立金

合　　計 2,052,000 100.0

人件費
35億1,807万2千円

（17.1％）

扶助費
46億9,678万8千円

（22.9％）

公債費
23億9,222万円

（11.7％）

普通建設事業・災害復旧事業費
10億588万2千円

（4.9％）

物件費
23億4,736万9千円

（11.4％）

補助費等
31億7,183万7千円

（15.4％）

投資および出資金・
貸付金、積立金、
維持補修費
11億8,214万9千円

（5.8％）

繰出金
22億892万1千円

（10.8％）

歳 出
〈性質別構成比〉

義務的
経費

51.7% 
その他
43.4% 歳出

投資的経費
4.9%

●補助費等　2.8 億円増
　→おえクーポン事業や上水道基本
　　料金等支援事業などによる増
●普通建設事業費　5.9 億円減
　→山瀬小学校屋内運動場や鴨島駅
　　前ロータリーの建設終了などに
　　よる減
●扶助費　5.8 億円減
　→子育て世帯への臨時特別給付金
　　や住民税非課税世帯等臨時特別
　　給付金に関する事業費などの減

歳

借 貯

出

金 金

主な増減

205億2,323万8千円

　市債発行額の抑制に努めた結果、市債残高は
前年度と比べて 17.8 億円減少し、223.8 億
円となりました。
　また、特定事業の実施や財源不足に使用する
基金は、環境施設整備基金などを 2.1 億円取
り崩した一方、財政調整基金を 4.2 億円積立、
地域振興基金を 3.6 億円積立、藤岡敏孝こど
も未来基金を 1.0 億円積立などを行った結果、
基金残高は前年度未残高から 7.1 億円増加し、
114.7 億円となりました。

と

家計簿にたとえると

0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0
（億円）

平成27

232.0

116.4

225.2

122.8

235.3

119.5

243.4

111.8

265.9

100.8

257.0

101.0

241.6

107.6

223.8

114.7

平成28 平成29 平成30 令和1 令和2 令和3 令和4

基金残高と市債残高の推移 基金残高 市債残高

収　入 支　出

前年度比　17.3億円減
【7.8％減】
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特

健

会

化

ま

別

全

計

判 断
資 足

比
金 比

率
不 率

と め 　令和４年度においては、市の財政危機突破に向けた取り組みに加え、国の
地方財政対策が拡充されたことなどにより、収支状況の改善が進み、財政調

整基金や地域振興基金などの主要な基金の残高を減らすことなく、積み増すことができるなど、前年度に
引き続き健全化が図られています。
　一方で、令和５年度以降は新ごみ処理施設整備事業などの大型事業が本格化し、歳出の増加が予想される
ことから、引き続き行財政改革の取り組みを推進するとともに、身の丈に合った財政運営に努めていきます。

　地方公共団体は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、健全化判断比率と資金不足
比率を算定し、監査委員の審査に付した上で、議会に報告後、公表することが義務付けられています。

●問い合わせ　財政課　☎22-2221　℻22-2244

会　　計　　名 歳　  入 歳　  出 差  引  額
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 45億892万4千円 44億4,407万8千円 6,484万6千円
介 護 保 険 特 別 会 計 57億7,762万8千円 55億7,229万2千円 2億533万6千円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 7億1,027万6千円 7億743万3千円 284万3千円

財政良好
早期健全化基準

「地方公共団体の財政
の健全化に関する法
律」の規定に基づく
指標

実質赤字比率
（一般会計などの実質
的な赤字の割合）

連結実質赤字比率
（全会計の実質的な赤
字の割合）

実質公債費比率
（収入に対して借金返
済額の割合）

資金不足比率
（水道事業会計）

資金不足比率
（下水道事業会計）

将来負担比率
（財政規模に対して将来
負担する負債の割合）

経営健全化基準

財政再生基準

経営良好

財政悪化

経営悪化

20%

20%

20%

30%

35%

12.97%

17.97%

25.0%

350.0%

吉野川市
0％

（赤字なし）

吉野川市
0％

（赤字なし）

吉野川市
0％

（赤字なし）

吉野川市
0％

（赤字なし）

吉野川市
6.5％

吉野川市
3.1％
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令和４年度水道事業会計決算のあらまし

① 収益的収支（消費税抜き）

② 資本的収支（消費税込み）

●問い合わせ　水道課　☎22-2259　℻22-2254

　水道事業会計は、①「収益的収支」と、②「資本的収支」の２本立てで成り立っています。

　収益的収支では、水道水をつくり、皆さんの家庭に送り届けるために必要な支出と、その財源とな
る水道料金などの収入を経理しています。
　令和４年度末の給水戸数は、15,936戸、年間総配水量は4,809,971㎥でした。
　令和４年度の純損益は、約3,605万円の黒字となっています。これは、老朽管の更新や耐震化など
将来の水道施設の建設費や経営の安定化資金などに使用します。

　資本的収支では、水道施設を整備拡充するために必要な支出と、その財源となる企業債などの収入
を経理しています。支出に対して不足する額は、内部留保資金（減価償却費などの現金の支出を伴わな
い費用で、企業内部に残っている資金）で補てんしました。

　給水原価とは、有収水量１㎥をお届
けするために必要な費用です。今年度
は、約150円かかったことになりまし
た。費用の内訳は右の図のとおりです。

　今後とも市民の皆さんの信頼に応
えるべく、安心かつおいしい水の供
給と健全経営に努めていきます。

１㎥あたり
給水原価
149.82円

支払利息
8.21円
（5.48%）

その他
31.05円（20.72%）

人件費
14.97円（9.99%）

動力費
10.81円
（7.22%）

減価償却費
74.23円（49.55%）

修繕費
10.55円（7.04%）

収入：6億308万円
支出：5億6,703万円

他会計からの繰入金 8,475万円（14.1%)
加入金・手数料など 1,234万円（2%)
長期前受金戻入 7,865万円（13%)
その他 436万円（0.8%)

企業債利息償還金
3,108万円（5.5%)

水道料金 4億2,298万円（70.1%)

減価償却費
2億8,094万円（49.5%)

家庭まで水を送る費用
6,301万円（11.1%)
原水を浄水場までもってきて
水をきれいにする費用 5,459万円（9.6%)

その他
498万円

（0.9%)

人件費など総務費用
6,285万円（11.1%)
メーター検針・料金徴収費用
6,958万円（12.3%)

［収益的収支］

［資本的収支］
収入：3億291万円

支出：5億6,764万円

企業債 2億8,100万円（92.8%)

建設改良費 4億148万円（70.7%)
企業債元金償還金 1億6,616万円（29.3%)

令和４年度に行った主な工事
●宮内・呉郷線配水管布設工事
●湯吸２号線配水管布設替工事
●山川中央配水池送配水管布設替工事

他会計からの繰入金
2,191万円（7.2%)

雨
の
日
は　
カ
サ
と
車
が　
か
く
れ
ん
ぼ 

笹
倉　
晴
澄
（
牛
島
小
学
校
２
年
）

《
交
通
安
全
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●問い合わせ　下水道課　☎22-2258　℻22-2254

令和４年度下水道事業会計決算のあらまし

① 収益的収支（消費税抜き）

② 資本的収支（消費税込み）

　下水道事業会計は、①収益的収支と、②資本的収支の２本立てで成り立っています。

　収益的収支では、家庭から出た汚水を処理してきれいにしたり下水道管を維持管理したりするため
の費用と、その財源にあたる下水道使用料や補助金などの収益を経理しています。
　令和４年度末の下水道接続戸数は7,921戸、水洗化人口は1万7,393人、浄化槽汚泥等を含む年間
汚水処理水量は292万2,263㎥でした。
　令和４年度の純損益は1,816万円の黒字となっていますが、他会計や公費で負担すべき事業費に対
する収益を除いたときの経費回収率は64.24%となっており、一般会計からの補助金に大きく依存し
ている状況です。

　資本的収支では、下水道施設を建設したり改良したりするための支出と、その財源にあたる補助金
や企業債などの収入を経理しています。支出に対して不足する額は、内部留保資金（減価償却費などの
現金の支出を伴わない費用で、企業内部に残っている資金）で補てんしました。

　経営の健全化に向けて、事業計画の見直しを含めた効率化と経費の節減を
図り、下水道事業の安定的な運営に努めていきます。

［収益的収支］

［資本的収支］

収入：10億8,680万円
支出：10億6,863万円

国県補助金
61万円（0.1%）
一般会計からの
補助金・負担金など
4億2,262万円（38.9%）
その他の収益 56万円（0.1%）

下水道使用料
2億4,811万円（22.8%）
浄化槽汚泥等投入事業負担金
3,521万円（3.2%） 下水道管の維持管理や事業の

運営のための費用 4,161万円（3.9%）
借入金の利息 1億2,471万円（11.7%）
その他の費用 43万円（0.1%）

長期前受金戻入
3億7,969万円

（34.9%） 処理場で水をきれいにする
ための費用 1億6,085万円

（15.0%）
人件費 4,108万円（3.8%）

減価償却費など
6億9,995万円（65.5%）

収入：9億487万円
支出：11億9,518万円

企業債
4億3,660万円（48.2%）
工事負担金など 1,947万円（2.2%）
一般会計補助金・出資金 2億8,216万円（31.2%）

企業債元金償還金
8億1,459万円（68.2%）
建設改良費
3億8,059万円（31.8%）

国県補助金
1億6,664万円

（18.4%）

令和４年度に行った主な工事
●公共下水道第１工区工事
●公共下水道第２工区工事
●農業集落排水事業山崎南地区機能強化工事

ま
も
る
の
は　
ボ
ー
ル
じ
ゃ
な
い
よ　
い
の
ち
だ
よ 

山
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大
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山
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情 報 ひ ろ ば

令和６年度会計年度任用職員
（保育職）募集

　令和６年度に公立こども園で勤務する会計年度
任用職員を募集します。
募集職種　保育教諭・保育士
応募資格　次の事項すべてに該当する方
①保育士資格・幼稚園教諭免許を有する方
　（取得見込みの方）
②地方公務員法第 16 条の欠格事項に該当しない方
勤務時間　週 35 時間
基 本 給　月額 162,851 円～ 195,909 円
　　　　　（８月１日現在）
受付期間　11 月１日㈬～ 30 日㈭
申込方法　「会計年度任用職員申込書兼履歴書（保
育職）」を市ホームページからダウンロードし、
必要事項を記入の上、資格証などの写しを添付し
て提出してください。

子育て支援課
☎ 22-2266　℻ 22-2245

問い合わせ
申し込み

商工観光課
☎ 22-2226　℻ 22-2237

問い合わせ

「吉野川市特産品ブランド」
認証商品の募集

　本市ならではの魅力ある特産品を随時募集して
います。
　認証委員会で認証された特産品は、「吉野川市
特産品ブランド」として吉野川市特産品ブランド
認証マークをパッケージなどに表示できます。ま
た、県外などで出店する際の補助やイベントなど
への出店案内、市ホームページでの紹介などの特
典があります。
　認証登録には申請書の提出などが必要です。認
証登録を希望の方は商工観光課まで問い合わせく
ださい。

　本市では、新たな財源の確保や市民サービスの
向上を図ることを目的として、民間企業などの自
由な発想やアイデアを活かして、市が保有する財
産など（施設、印刷物、物品など）を広告媒体と
して活用する企画提案を募集します。
募集する企画提案
提案者自らが広告主または広告代理店となって広
告を掲載する提案
※ネーミングライツ（施設など命名権）は対象外。
広告掲載の対象物
原則、市が保有する全ての財産など（施設、印刷
物、物品など）

広告の掲載期間　最長３年（月単位も可）
広告掲載料　

【年額】120,000 円以上（税込）
【月額】　 10,000 円以上（税込）
募集期間　随時受け付け

　提出書類や募集要項な
ど、詳細は市ホームペー
ジにて確認してください。

制度の詳細は
こちらから
市ホームページ
二次元コード

市ホームページ
二次元コード

企画提案型有料広告を募集

【広告例】市役所玄関マット、受付カウンター下、
カウンター上部（マット）、アクリルボード上部など

市長公室
☎ 22-2203　℻ 22-2244

問い合わせ
受け付け

認証マークの無
断使用は禁止さ
れています。

「
わ
た
し
は
こ
こ
！
」
手
を
上
げ
て　
み
ん
な
で
わ
た
る　
お
う
だ
ん
ほ
ど
う 

岩
倉　
茉
央
（
鴨
島
小
学
校
２
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

11



適応指導教室「つつじ学級」 
　さまざまな理由で登校することが困難な児童・
生徒が一時的に通い、悩みの解決と学習を行うた
めの、相談・教育活動を行います。
とき　月曜日～金曜日、午前９時～午後３時
　　　（夏季・冬季休業中にも開室日を設けます）
教育相談活動
　不登校、いじめ、子育てなどの悩みや不安解消
のために、４・５歳児、小・中学校の子ども、保
護者、教職員からの相談を受けています。
▼教育相談
とき　月曜日～金曜日、午前９時～午後５時
　　　（祝日、年末年始除く）
▼専属カウンセラーによる教育相談（要事前予約）
とき　毎月１～２回、午後１時～４時
※いずれも相談無料。秘密厳守。

適応指導教室「つつじ学級」
教育相談室からのお知らせ 　現在、指定管理者制度により管理・運営してい

る「バンブーパーク」および「向麻山公園」は、
令和５年度をもって指定管理期間が満了しますの
で、令和６年度からの指定管理者の候補者を次の
とおり募集します。
応募資格　吉野川市内に主たる事務所（本店）を
置く法人または団体
指定管理期間
令和６年４月１日～令和９年３月 31 日
募集期限　10 月 26 日㈭
募集方法　募集要項などは市ホームページに掲載
しています。
応募説明会
と　　き　10 月 20 日㈮　午後１時 30 分から
と こ ろ　市役所東館３階 232 会議室

指定管理者の候補者募集

監理課
☎ 22-2252　℻ 22-2239

問い合わせ
申し込み

生涯学習課
☎ 22-2271　℻ 22-2270

問い合わせ

平日午前８時30分～午後５時15分
市障がい者虐待防止センター

（社会福祉課内）
☎ 22-2263　℻ 22-2260
平日夜間（午後５時15分～翌午前
８時30分）土日祝日・年末年始
障害者支援施設 野菊の里
☎ 24-6168　℻ 24-6144

問い合わせ
連絡先

障がい者虐待に気づいたら
速やかに通報を！

　障害者虐待防止法では、虐待に気づいた人は通
報することが義務付けられています。
　通報した人が特定されないように、秘密は法律
により固く守られます。

身体的虐待…殴る、蹴る、熱湯をかけるなど暴力によっ
て痛みを与える行為
性的虐待…性的行為の強要、わいせつな言葉を発する
などの行為
放棄・放任（ネグレクト）…適切な食事を与えない、
病気やけがをしても受診させないなどの行為
心理的虐待…言葉による脅し、無視、侮辱する言葉を
浴びせるなどの行為
経済的虐待…日常生活に必要な金銭を渡さない、本人
の同意なしに年金などを管理して渡さないなどの行為

適応指導教室「つつじ学級」
教育相談室〔市交流センター２階〕
☎ 25-6640　℻ 25-6641

問い合わせ

令和６年吉野川市二十歳を祝う会
の参加には予約が必要です！

　10 月中旬に発送する案内状または市ホーム
ページに掲載している二次元コードから予約をお
願いします。予約締切日は令和５年 10 月 31 日
㈫です。参加には必ず予約が必要です。
と　き　令和６年１月３日㈬
　　　　午後１時 30 分 開会
　　　　（午後０時 30 分から受付開始）
ところ　鴨島公民館
該当者　平成 15 年４月２日から
　　　　平成 16 年４月１日までに生まれた方

◦本市に住民登録をされている方は、10 月
中旬に案内状を送付します。

◦本市に住民登録のない方で出席を希望する
方は、市ホームページの二次元コードから
予約してください。（引っ越し・就学・就
職などで市外に転出した方や、市内の小・
中学校に在学していた方など）

案　
内　
状

市ホームページ
二次元コード
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　過去の戦争における戦没者の方々に追悼の誠を
ささげるとともに、再び悲惨な歴史を繰り返さな
いよう決意を新たにするため、次の日程で市戦没
者追悼式を行います。戦没者ご遺族の方の参列を
お願いします。
と　き　11 月 18 日㈯　午前 10 時～
ところ　吉野川市アメニティセンター

令和５年度吉野川市戦没者追悼式

社会福祉課
☎ 22-2261　℻ 22-2260

問い合わせ

国民健康保険高額療養費支給申請
手続の簡素化が始まります

　これまで、高額療養費の支給を受けるには診療
月ごとに「高額療養費支給申請書」を提出する必
要がありました。10 月から「国民健康保険高額
療養費支給に関する手続きの簡素化申請書」を提
出することにより、指定された口座に自動振込と
なります。
申請方法
　高額療養費が発生した月に世帯主あてに通知す
る「高額療養費支給のお知らせ」に「国民健康保
険高額療養費支給に関する手続きの簡素化申請
書」を同封します。必要事項を記入し、国保年金
課（本館１階）もしくは各支所（川島、山川、美
郷）へ提出してください。
支給について
　簡素化申請以降の高額療養費は指定された口座
に自動振込され、支給金額や振込日については、

「支給決定通知書」の送付によりお知らせします。
支給がない場合は、通知などの送付はありません。
注意事項
◦令和５年８月受診分以前の高額療養費は、今ま

でどおりの申請が必要です。
◦簡素化申請の対象となる世帯主には、随時申請

書を送付します。
◦簡素化は国民健康保険税の滞納や指定口座への

振込不能などの理由で停止されることがありま
す。

国保年金課
☎ 22-2213　℻ 22-2243

問い合わせ
防災対策課
☎ 22-2235　℻ 22-2248

問い合わせ

緊急地震速報訓練および全国一斉
情報伝達試験を実施します

　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を活用し、
緊急地震速報訓練、全国一斉情報伝達試験を実施
します。防災行政無線による最大音量の放送、防
災・行政メールの送信などが行われます。ご理解
のほどよろしくお願いします。
緊急地震速報訓練
11 月２日㈭　　午前 10 時ごろ
全国一斉情報伝達試験
11 月 15 日㈬　午前 11 時ごろ

市税納付書等送付用封筒に
掲載する有料広告を募集します

　市税（市民税、軽自動車税、固定資産税）に係
る納税通知書や納付書などを送付する際に使用す
る封筒（令和６年度中使用分）に有料広告を掲載
する広告主を募集します。
　市内を中心に年間で延べ約 60,000 通を発送
しており、目に触れる機会も多いので、大きな宣
伝効果が期待できます。企業 PR や店舗の宣伝な
どにぜひ活用してください。
募集枠数　２枠（１枠：50㎜× 82㎜）
発送件数　約 60,000 通
掲 載 料　１枠当たり　60,000 円以上（税込）
申込期限　11 月 30 日㈭　
掲載位置　封筒の裏面

※募集内容や申込手続の詳細については、市ホー
ムページで確認ください。

税務課
☎ 22-2215　℻ 22-2247

問い合わせ
申し込み
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校
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　「リハビリ教室」（地域リハビリテーション活動
支援事業）では、理学療法士が皆さんの地域の憩
いの場に出向き、正しい運動方法や健康づくりを
継続して実践していけるよう支援します。

申し込み要件
① 10 人程度の集まりがあること
②市民自主運営で実施場所が確保されていること
③毎月１回実施できること

申込期限　12 月 28 日㈭
※講師費用は無料です。ボールやチューブも１年

間貸し出します。
　市内２カ所での開催を予定しています。気軽に
申し込みください。

令和６年度｢リハビリ教室｣
申し込み団体募集

長寿いきがい課 地域支援係
☎ 22-2264　℻ 22-2260

問い合わせ
申し込み
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　10 月 16 日㈪から 22 日㈰までは「行政相談
週間」です。
　行政相談週間は、行政相談制度を広く皆さんに
お知らせし、気軽に利用していただくために、総
務省が全国一斉に実施しています。
　吉野川市においても、行政相談週間にあわせて、
身の回りに起こるさまざまな問題について、専門
の相談員が相談をお受けする総合相談所を開設し
ます。
　また、行政などへの苦情や意見・要望がある方
は、本誌裏表紙のよしのがわ市民カレンダーに掲
載の「行政相談」も活用してください。相談は無
料で、秘密は固く守られます。
総合相談所
と　き　10 月 25 日㈬　午前 10 時～正午
ところ　吉野川市役所本館３階大会議室
相談員　行政相談委員・行政書士会・消費者協会・
人権擁護委員・心配ごと相談員・民生委員・児童
委員

あなたの声をお聴きします
－行政相談週間－

生活あんしん課
☎ 22-2269　℻ 22-2245
きくみみ徳島　☎ 088-654-1531

問い合わせ
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生活トピックス
秋の音楽祭
と　き	 10 月 15日㈰　午前 11時～
ところ	 JR 鴨島駅前イベント広場
出演者	 森本ポンタ	ギター弾き語り、
マカファミリー、ひなちゃん	ピアノ、
吉田博二	ギター弾き語り、アクアマリ
ン	ギター弾き語り、アイスブレイク	
ギターデュエット、カマンベールDX

●連絡先
まちかどコンサート実行委員会
☎24-2400　℻24-3725（鎌田）

第 255 回まちかどコンサート

　働くことを希望している 15歳～
39歳と 40歳代の無業者およびそ
の家族を対象に、これからのことを
一緒に考えます。子どもの自立に悩
む家族の相談も実施します。
　相談は無料で、秘密は厳守します
ので、気軽に相談してください。
※事前に予約が必要です。
と　き
⃝ 10月 27日㈮　午後１時～４時
⃝ 11月 24日㈮　午後１時～４時
ところ　ハローワーク吉野川１階
　　　　特別相談室

●問い合わせ
あわ地域若者サポートステーション
☎088（637）7553
℻088（696）2510

働くことを希望する若者の
就労・悩み相談

　土地の境界が不明、地目を変更し
たい、建物の登記手続（新築、増築、
取壊しなど）についてご相談できます。
と　き　10月 25日㈬
　　　　１組目　午前 10時～
　　　　２組目　午前 11時～
ところ　山川地域総合センター内
　　　　会議室

と　き　12月 20日㈬
　　　　１組目　午前 10時～
　　　　２組目　午前 11時～
ところ　吉野川市役所庁舎内会議室

●問い合わせ・申し込み
公益社団法人徳島県公共嘱託登記
土地家屋調査士協会
☎088（623）7275
℻088（623）7276

土地家屋調査士による
無料相談会

～闇バイトは
犯罪です～
　SNS やインター
ネットの掲示板に
は、仕事の内容を
明らかにせず、著
しく高額な報酬の支払いを示唆する
などして犯罪の実行者を募集する投
稿が掲載されています。
　簡単に高収入を得られるならと応
募して、「強盗」や「振り込め詐欺」
といった犯罪に加担することとな
り、逮捕された人が多くいます。
　一度加担してしまうと、やめたい
と思っても応募したときに登録した
自分自身、家族等の個人情報を基に
「家に行く。」「アナタの周りの人が
どうなってもいいのか。」と脅され、
逮捕されるまで抜け出せません。
　犯人グループは、闇バイトに応募
があり、採用した人間を都合よく利
用した後、「捨て駒」として切り捨
てます。
　待ち受けているのは、重い刑罰の
みです。
　闇バイトには絶対に手を出さない
でください。

●問い合わせ
阿波吉野川警察署
☎25-6110	 ℻25-6133
鴨島町交番	 ☎24-2331

阿波吉野川警察署だより

対象者　職業相談希望の方
内　容　県内求人情報の提供と職業
相談、職業についての知識や就職の
心構えについて指導
※雇用保険の受け付けは行いません。
【川島】
と　き　11月８日㈬
　　　午後１時 30分～２時 30分
ところ　こだま会館
【山川】
と　き　12月４日㈪
　午前 10時 30分～ 11時 30分
ところ　八坂会館
※各会館へ事前に予約が必要です。

●問い合わせ
ハローワーク吉野川
☎24-2166　℻22-0410
●予約先
こだま会館
☎25-2221　℻25-2239
八坂会館
☎42-4345　℻42-7277

巡回職業相談

　除草作業、清掃作業を行います。
	江川湧水源周辺	　
集合場所　江川湧水源「いやしの舎」

（吉野川医療センター西側）
作業日時　11 月１日㈬

午前６時 30分～７時 30分
	多津美橋～江川・鴨島公園	
集合場所　多津美橋あずまや
　　　　　（鴨島第一中学校西側）
作業日時　11月１日㈬
　　　　　午前７時～８時

●問い合わせ
NPO法人江川エコフレンド
☎090（2892）6463（瀬尾）

清掃ボランティアのご案内

と　　き　10月 22日㈰
　　　　　午後２時
対戦相手　ジュビロ磐田

と　　き　11月４日㈯
　　　　　午後２時
対戦相手　藤枝MYFC

会　　場　鳴門・大塚スポーツパーク
　　　　　ポカリスエットスタジアム

●問い合わせ
徳島ヴォルティス株式会社
☎088（672）7339
℻088（672）7262
ホームページアドレス
https://www.vortis.jp/

徳島ヴォルティス
ホームゲーム
スケジュール

訓練科名　IT 技能科３
募集期限	 10 月 25日㈬
訓練期間	 11 月 29日㈬
　　　　　～令和６年２月 28日㈬
訓練場所	 ㈲徳島ネットコム脇町本

校（美馬市脇町大字北庄
７番地１）

定　　員　15名
受 講 料	 無料
	 （テキスト代 4,400 円

は自己負担）
対 象 者	 離転職者などで、公共職

業安定所長から受講指示
または受講推薦等を受け
た方

●問い合わせ
徳島県立西部テクノスクール
☎0883（62）3067
℻0883（62）3140
ハローワーク吉野川
☎24-2166　℻22-0410

徳島県立西部テクノスクール
訓練生募集
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●問い合わせ　文化研修センター　☎22-0015　℻22-0016

⃝知って役立つ
～介護保険制度とサービスについて～
と　き　11月８日㈬　午後１時 30分～２時 45分
ところ　鴨島公民館２階　視聴覚室
講　師　健祥会ウェル
　　　　管理者　藤丸	和幸さん
⃝歴史　～西郷隆盛の西南戦争・後編～
と　き　11月 10日㈮　午前 10時～ 11時 30分
ところ　鴨島公民館２階　視聴覚室
講　師　歴史研究家
　　　　芝原	富士夫さん
⃝やさしい経済　～世界経済のゆくえと日本の来年以
降の景気について～
と　き　11月 10日㈮　午後１時 30分～２時 45分
ところ　鴨島公民館２階　視聴覚室
講　師　阿波銀行アセットコンサルティング部
　　　　鴨島コンサルティングプラザ　	
　　　　プラザ長　久保	茂さん
⃝ FPから学ぶ「くらしとお金」
～ FIRE　資産運用と安定生活～
と　き　11月 18日㈯　午前 10時～ 11時 30分
ところ　鴨島公民館２階　視聴覚室
講　師　日本 FP協会徳島支部
　　　　河野	俊文さん

●問い合わせ　鴨島公民館　☎24-5111　℻24-5113

★江川わくわくホールイベント案内
⃝北海道歌旅座ザ★コンサート 2023
～昭和の歌コンサート～
と　き　10月 18日㈬
開　場　午後１時 30分　開演　午後２時
入場料　前売 1,000 円　当日 1,500 円
チケット販売場所　鴨島公民館、文化研修センター、
　　　　　　　　　宮脇書店鴨島店
⃝第 11回鴨島寄席
と　き　10月 29日㈰　開演　午後２時
木戸銭　100円
出演者　ふなき家

や
	小
こ
びん太

た
、今

き ょ う の
日乃	楽

たの
しみ、

　　　　ズゥ亭
てい
	お嘉

よし
、櫻
さくらてい
亭	笑

しょうたろう
太朗

★講座案内（参加費無料・要申込）
⃝そこがもっと知りたい
～最適な「MYライフ＆エンディング」を考えよう～
と　き　10月 23日㈪　午後１時 30分～２時 45分
ところ　鴨島公民館２階　視聴覚室
講　師　明治安田生命徳島支社
　　　　チーフ・コンシェルジュ　新田	さおりさん
⃝健康セミナー　～今日からできる！認知症予防～
と　き　10月 30日㈪　午後３時～４時
ところ　鴨島公民館２階　視聴覚室
講　師　徳島病院　認定看護管理者
　　　　教育担当看護師長　郷司	由加里さん

鴨島公民館だより

チケット
販売中 !!

好評につき第２弾 !!
「背骨コンディショニング」
　背骨コンディショニングは、背骨
の歪みを整え、不調を改善する運動
プログラムです。
と　　き　① 11月 10日㈮
　　　午後１時 30分～２時 30分
　　　　　② 11月 24日㈮
　　　午後１時 30分～２時 30分
と こ ろ　川島公民館　２階ホール
講　　師　平松	佐知子さん
定　　員	 各 20 人
	 （定員になり次第締め切

ります）
参 加 費　無料
準 備 物	 ヨガマット、スポーツタ

オル（長めのタオル）、
動きやすい服装、飲み物

申込期限　11月１日㈬
注意事項	 骨折、外傷、妊娠、ある

いはその可能性や疑いの
ある場合は安全面から参
加をご遠慮いただきます。

●問い合わせ・申し込み
川島公民館（木曜休館）
☎・℻25-2180

生涯学習講座
～どきどきチャレンジ教室～ ⃝第 14回吉野川市歌人クラブ

短歌大会
と　き　11月 12日㈰
　　　　午前１時～午後４時

⃝第 19回吉野川市書人会展
と　き　11月 17日㈮～ 19日㈰
入場料　無料

⃝第 45回鴨島美術グループ展
と　き　11月 24日㈮～ 26日㈰
入場料　無料

⃝ロビー展
日本遺産　藍のふるさと阿波
九市町連携パネル展示
藍にまつわる地域の人々
と　き　11月 11日㈯～ 19日㈰
入場料　無料
同時開催　藍染め体験
と　き　11月 12日㈰
　　　　午前 10時～正午
　　　　先着 10人
参加費　3,000 円
準備物　エプロン、ゴム手袋

文化研修センター通信 ★文化協会からのお知らせ
⃝第 77回徳島県展選抜展
と　き　11月１日㈬～６日㈪
　　　　午前９時～午後５時
　　　　（最終日は午後４時まで）
入場料　300円（高校生以下無料）

⃝一日体験講座
「こがし絵体験教室」
と　き　11月３日㈮㈷
　　　　午前 10時～正午
講　師　牧内	英治さん
定　員　10人（小学生以上）
※低学年の方は保護者同伴でお願い
します。

参加費　800 円（会員 500円）
準備物　筆記用具

「篆刻を楽しもう」
と　き　11 月 17日㈮
　　　　午前９時～正午
講　師　渡邉	周一さん
　　　　書人会の先生方
参加費　2,000 円
　　　　（会員 1,500 円）
定　員　15人
準備物　筆記用具

本 市 公 式 S N S 一 覧 は こ ち ら 
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精神科医による相談		
毎月第１・３木曜日　午後１時30分～３時30分（予約制）
※１回の相談は１時間程度となります。
保健師による相談	
毎週月曜日から金曜日　午前８時 30分～午後５時 15分（随時）
一人で悩んでいませんか？	まずは、お電話ください。

●問い合わせ　吉野川保健所（健康増進担当）　☎36-9018　℻22-1760

こころの健康相談（精神保健福祉相談）

１年間の研修により、林業の現場で即戦力となる知識・技術を習得できます。

さらに条件を満たせば「緑の青年就業準備給付金」
年間最大 155万円支給。

令和５年度中に試験を行い 35人を募集予定。
募集期限　令和６年１月 26日㈮
試 験 日　令和５年 12月３日㈰
　　　　　令和６年２月４日㈰

●問い合わせ　公益社団法人	徳島森林づくり推進機構	技術支援課
〒770-0045　徳島市南庄町5丁目1-9
徳島県木材利用創造センター「林業人材育成棟」
☎088（635）7812　℻088（661）6055

令和６年度 研修生を募集します！

と　き
10 月 28日㈯、29日㈰
午前９時～午後４時
ところ
アメニティセンター
山川地域総合センター
旧川田小学校
阿波和紙伝統産業会館
講演会
麻と人との関わりについて
令和の麁服事業を振り返って
展示と実演
阿波忌部氏と麁服の歴史資料、吉野
川市の歴史、令和の麁服調進、麻に
関する伝統文化と生活文化
アトラクション
伝統芸能や舞踊
体　験
機織り、藍染め、阿波和紙の手漉き

●問い合わせ
（一社）阿波忌部麁服保存会
☎090（1574）7553（金谷）
体　験
（一財）阿波和紙伝統産業会館
☎42-6120

日本麻フェスティバル
in 吉野川 ～麻植と忌部～ ⃝藍のふるさとを歩くVol.2

　第２回目は鴨島駅前中心市街地の日本遺産構成文化財を歩いて（約 3.4
キロ）巡ります。
と　　き	 11 月 19日㈰
	 午前 10時～、午前 10時 30分～、午後１時 30分～
場　　所	 吉野川市文化研修センター
参 加 費	 高校生以上 300円、小・中学生 200円　保険料を含む
定　　員	 各 10 人（合計 30人）
申込期間	 10 月 11日㈬～（平日のみ受付）
⃝アンケートの実施について
　日本遺産「藍のふるさと阿波」に関するアンケートを実施
します。次のURL からお願いします。10月末まで。
https://forms.gle/Xv1rpkjoc5oiAiMK6

●問い合わせ・申し込み　生涯学習課　☎22-2271　℻22-2270

日本遺産　藍のふるさと阿波　魅力発進協議会だより

二次元コード

　子どもの成長には、家庭で暮らす時間や経験がとても大きな役割を担っ
ています。ところが今、さまざまな事情で自分の家族と暮らせない子ども
たちがいます。子どもたちを迎え入れ、温かい愛情と正しい理解でその成
長をサポートする人が「里親」です。
　11月に里親説明会を開催します。（要申込）
　説明会に関する詳しい情報は、徳島赤十字ひのみね医療療育センター附
属乳児院（☎0885-32-0555）へ気軽に問い合わせください。
　里親についての情報は
こちらを検索してください。→

●問い合わせ・相談窓口　中央こども女性相談センター
☎088（622）2205　℻088（622）0534

子どもたちの健やかな成長のため「里親になりませんか」

とくしまはぐくみネット　里親

と　　き　11月 23日㈭㈷
受　　付　午前９時 15分
開　　会　午前９時 40分
出　　発　午前 10時 10分
集合場所　吉野川市川島城
　　　　　万葉公園駐車場
コ ー ス	 川島神社→岩ノ鼻展望→

潜水橋→善入寺島→幻の
神社址

参 加 費	 500 円（スティックを
レンタルする場合は、レ
ンタル料 300円）

　　　　　※中学生以下無料。
申込期限　11月 15日㈬

●問い合わせ・申し込み
とくしまノルディック・ウォーク協会
☎090（3782）4325
℻088（642）5003

健康とくしま
“ウォ－キング”事業
“ながめを楽しもう”
ノルディック・川島町
さんさく・ウォーク

無料です。

とくしま林業アカデミー	
第９期生（30人）

三好林業アカデミー開校	
第１期生（５人）

入学金・研修費用
必要資格取得無料

とくしま林業アカデミー 三好林業アカデミー
※変更する場合
　があります。

吉野川市ホームページ  https://www.city.yoshinogawa.lg.jp/
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●問い合わせ　公益社団法人徳島県宅地建物取引業協会県央支部　☎0883（42）3796　℻0883（42）3797

　本市では、空き家等対策の推進に関する協定書を公
益社団法人徳島県宅地建物取引業協会と締結し、所有
者などによる空き家などの適切な管理の促進、良好な
生活環境の保全および安全で安心して暮らせるまちづ
くりを推進しています。
　「空き家を売却、賃貸借などにより有効利用したい」
または「空き家を除却し土地を売却したい」など検討
された際に、気軽に相談できる公益社団法人徳島県宅
地建物取引業協会による空き家に関する相談会を開催
します。
　不動産全般、土地建物の売買・賃貸契約、空き家の

取り壊しなど、空き家に関することでお悩みの方、協
会所属の専門家である宅地建物取引士が相談をお受け
します。
※少しでも多くの関係資料をご準備いただければ、具
体的な相談が可能となります。

と　き　10月 20日㈮　午後１時～４時
※毎月第３金曜日に開催予定（祝日などの場
合は、第４金曜日）。

ところ　市役所東館２階　事務協議室 22

公益社団法人徳島県宅地建物取引業協会による空き家無料相談会

　吉野川市ブランドとして認証された「吉野川市ブラ
ンド認証商品」をはじめ、吉野川市ならではの魅力の
ある特産品の販売や、飲食ブースの出店があります。

と　き	 第 13 回吉野川マルシェ
	 10 月 15日㈰　午前９時～午後２時
ところ　鴨島駅前周辺
	 （駅前イベント広場、駅前通り、日本フネン市

民プラザツドイニワ、ポケットパーク）

●問い合わせ
吉野川商工会議所　☎24-2274　℻24-2288

吉野川マルシェ
　令和４年度の踏切事故は、
四国四県で 12 件（令和３年
度は 15 件）発生し、鉄道・
軌道運転事故の約４割を占め、
これにより６名が死亡してい
ます。

　踏切事故は、一旦発生すると重大な事故につながる
おそれが高く、その原因のほとんどが直前横断（遮断
機くぐり、突破、警報無視、一時停止確認の不履行）
と停滞（退出不能）・落輪であることから、踏切通行者
のマナー向上が望まれるところです。

　踏切事故防止推進協議会で
は、踏切事故防止に関する広報
活動の一環として「踏切事故防
止キャンペーン」を展開し、踏
切事故防止に対する意識の高揚
を図ることとしましたので、ご
理解ご協力をよろしくお願いい
たします。

実施期間
11 月１日㈬から 11月 10日㈮までの 10日間

スローガン
“ きけんです　むりなおうだん　いのちとり ”

●問い合わせ
踏切事故防止推進協議会事務局
☎087（802）6762

踏切事故防止キャンペーン

広報よしのがわに関する問い合わせは市長公室まで
☎22-2203　FAX22-2244
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●問い合わせ・申し込み　健康推進課　☎22-2268　℻22-2245

特定健康診査
受診券の有効期限

吉野川市国民健康保険に加入している方へ

※受診の際に必要です。	紛失された場合は、再発行します。

令和５年度特定健康診査は、受診されましたか？

受診方法 
　特定健康診査受診券に同封の「特定健康診査実施機関一覧表」または次
の「集団健診」から選んでください。

集団健診日程 実施場所
10 月 25日（水） 川島公民館
11月			６日（月） 鴨島公民館
11月 17日（金） 山川公民館
12月			９日（土） 吉野川市役所東館

対 象 者
　昭和 24年４月１日～昭和 59年３月 31日生まれで、令和５年４月１日時点で吉野川市国民健康保険
に加入しており、健診日においても継続して加入している方（＊今年度受診券を利用した方を除く）
※通院している方も対象になります。※福祉施設・医療機関等に入所・入院している方は、対象になりません。

吉野川市の特定健康診査受診率

12月28日（木）まで

自身の『健康』は自覚症状ではわかりません。身体の状態を確認するために
年に 1回、特定健康診査を受診してください。また、家族や友人にも「健診
に行こう！」と声かけをしてください。

特定健康診査の受診率の目標は 60％以上 です。
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見　本

5

集団健診は事前に

電話予約が必要です。

　特定健康診査が始まった平成
20年度当初と比較すると年々
減少傾向でしたが、近年は徐々
に増加しています。

約６割の人は未
受診だけど、家
族は健診を受け
ているのかな？

受診率向上中！

「児童虐待かも？」と思ったら、迷わず児童相談所全国共通ダイヤル『189』へ連絡を！
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●問い合わせ・申し込み　長寿いきがい課　☎22-2264　℻22-2260

●問い合わせ　子育て支援課　☎22-2266　℻22-2245

　介護予防サポーターは地域の介護予防活動の中心となるボランティアです。介護予防のために必要なこ
とを学び、自分のできる範囲で仲間と一緒に取り組んでみませんか。
　受講修了後は、介護予防サポーター（介護予防のボランティア）として地域で
活動できます。

※準備物：筆記用具、タオル、
　　　　　飲み物（水分補給のため）
　（チューブ、ボールの準備は必要ありません）

実施日時 講　座　内　容

11 月 16 日（木）
午後１時 30 分～

　３時 30 分

◆開講式
◆なぜ、地域で介護予防が必要か
◆高齢者のからだの特徴
◆介護予防体操①（理学療法士）
　～ストレッチ体操・貯筋体操～

12 月 22 日（金）
午後１時 30 分～

　３時 50 分

◆介護予防体操②（理学療法士）
　～ボール・タオル・チューブを使って～
◆認知症予防について（作業療法士）
　～コグニサイズ（体と頭を両方使った運動）～

　 令和６年　
１月 24 日（水）
午後１時 00 分～

　３時 30 分

◆認知症サポーターについて
◆講座を振り返って
◆閉講式

■ 対 象 者 本市に住民登録の
 ある方  
■ 実施場所 吉野川市役所
 本館３階 大会議室
■ 参 加 費 無  料
■ 募集人数 20 人
■ 募集期限 11 月 10 日（金）まで

令和５年度 介護予防
サポーター育成講座

令和６年度 吉野川市放課後児童クラブ入所児童募集のお知らせ

介護予防サポーター募集!!
～ みんなで一緒に介護予防!! ～

３回の日程すべてに
参加してください

　放課後児童クラブとは、保護者が就労などで昼間家庭
にいない小学生の児童を対象に、放課後および長期休業
期間に実施している登録制の児童クラブです。下記のク
ラブにおいて、令和６年度の入所児童を募集します。

【注意事項】
　定員、募集人数、保育時間、保育料、募集期
間など、詳細については各クラブにより異なりま
す。詳しくは各クラブに直接問い合わせください。

クラブ名等 募集開始
（予定） 所　　　在　　　地 問い合わせ先

森山児童クラブ １月 鴨島町山路 1086 番地（旧森山幼稚園） TEL：090-3180-5965
牛島児童クラブ ２月 鴨島町牛島 901 番地１（旧牛島幼稚園） TEL：080-2980-4622

めぐみファミリー
ダンボクラス 11 月 鴨島町鴨島 380 番地

（認定こども園めぐみ幼稚園めぐみ保育園内）
TEL：0883-24-2435
FAX：0883-22-0899

アフタースクール鴨島 11 月 鴨島町鴨島 600 番地１　アフタースクール鴨島
（エンテ児童クラブ・リアン児童クラブ・ソプラ児童クラブ・コパン児童クラブ） TEL：090-7625-0640

ひまわり児童クラブ 10 月 鴨島町飯尾 35 番地１（旧飯尾敷地幼稚園） TEL：0883-24-5881
FAX：0883-24-5881

知恵島児童クラブさくら
10 月 鴨島町知恵島 781 番地（旧知恵島幼稚園） TEL：090-2824-3588

知恵島児童クラブすみれ
西麻植児童クラブ １月 鴨島町西麻植字田渕 129 番地１（西麻植公民館内） TEL：090-1324-7501

アフタースクール川島 11 月 川島町桒村 1038 番地３（川島小学校敷地内） TEL：090-7625-0640
学島学童クラブ 10 月 川島町学字辻 76 番地（学島小学校内） TEL：080-6395-9859
山瀬学童保育所
のびのびクラブ 11 月 山川町堤外 11 番地１（山瀬公民館敷地内） TEL：0883-42-2040

FAX：0883-42-2040
山瀬学童保育所
ほのぼのクラブ 11 月 山川町諏訪 266 番地１（山瀬小学校内） TEL：0883-42-6288

FAX：0883-42-6288
高越学童おひさまクラブ

10 月 山川町町 88 番地１（旧山川南保育所） TEL：090-7787-8732
FAX：0883-42-2151高越学童あおぞらクラブ

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911 ℻088（652）2327　9:00～16:00（土・日・祝日・年末年始除く）
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　健診は、血管の傷みを進める要因（高血圧・高血糖・脂質異常など）がないかを確認し、生活習
慣の改善により、血管の傷みが進まないよう、若いうちから予防に役立てていただくためのものです。

【受診の流れ・受診券について】
●男性の方
　健康推進課に電話にて申し込みください。受診券を送付します。
●女性の方
　５月中旬に送付しています『令和５年度がん検診等受診券』の中にヤング健診受診券があります。
※受診券を紛失された方は再発行しますので、健康推進課まで連絡してください。
★実施医療機関については、別冊パンフレット『令和５年度がん検診等のお知らせ　保存版』、
　もしくは市ホームページをご覧ください。
★医療機関に事前に予約し、受診券と自己負担金を持参のうえ、受診してください。

健診の名称 妊婦健診
定期

健康診断
（職場）

特定健診
（保険者が実施）

ヤング健診
（市が実施）

＊特定健診に準
　ずる検診内容

関係法令 母子保健法 労働安全衛生法 高齢者医療確保法 健康増進法
対象年齢・時期など 妊娠中 40～74歳 20～39歳

身　　長 ● ● ●
体　　重 ● ● ● ●

内
臓
脂
肪
の
蓄
積

BMI ● ● ●
腹　囲 ● ● ●
中性脂肪 ● ● ●
HDL コレステロール ● ● ●

肝
機
能

AST（GOT） ● ● ●
ALT（GPT） ● ● ●
γ-GT（γ-GTP） ● ● ●

血
管
を
傷
つ
け
る
条
件

血　　圧 ● ● ● ●
尿　　酸 ● ●

糖
尿
病

空腹時血糖 ●
（いずれかの

項目で可）

● ●
随時血糖 ● ● ●
HbA1c（NGSP値） ● ●
尿　糖 ● ● ● ●

LDL コレステロール ● ● ●

腎
　
臓

血清クレアチニン ● ●
eGFR（糸球体ろ過量） ● ●
尿蛋白 ● ● ● ●
尿潜血 ● ●

貧
血
検
査

赤血球数 ● ● ● 〇
ヘマトクリット ● ● 〇
血色素量（ヘモグロビン） ● ● ● 〇

心 電 図 ● ● 〇

●＝実施する項目　〇＝医師の判断により実施

吉野川市のヤング健診
は検査項目が充実して
います !!

□職場などで健診を受ける機会のない方
　職場の健診・検査項目が少ない場合
□高血圧症、糖尿病、脂質異常症な

ど家族歴のある方
《過去の妊娠歴で次の①～④の

いずれかに該当する方》
①血圧が高くなったことがある方
  （収縮期血圧 130mmHg 以上､ も

しくは拡張期 80mmHg 以上）
②尿糖（±）以上、もしくは血糖が

高くなったことがある方（妊娠初
期 : 随時血糖 95㎎ /dl 以上
中期 : 随時血糖 100㎎ /dl 以上）

③妊娠糖尿病と診断されたことがあ
る方

④尿たんぱく（＋）以上が１回以上
出た方 など

積極的に
受けていただきたい方

毎年受けてね!!

● 実 施 期 限：令和６年２月 29 日（木）まで
● 個人負担金：1,000 円（※公費の負担を除いた金額です）

 20 ～ 39 歳の方へ ヤング健診を受けていますか？

●問い合わせ　健康推進課　☎22-2268　℻22-2245
国民健康保険にご加入の40～74歳の方へ　特定健診を受けましょう

健康推進課　☎22-2268　FAX22-2245
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●問い合わせ　長寿いきがい課　☎22-2264　℻22-2260

介護予防教室
月 日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容

11

2 木 9：00～10：30 忌部農業構造改善センター 山川

健
　
　
康
　
　
相
　
　
談

楽しい脳体操

6 月
9：00～10：30 南町集会所 山川 栄養のお話

13：00～14：30 立石公会堂 川島 介護予防体操

7 火
9：00～10：30 東新町ふれあい会館 鴨島 介護予防体操

13：00～14：30 元木会館 山川 介護予防体操
8 水 9：00～10：30 川島公民館久保田分館 川島 栄養のお話

10 金 13：30～15：00 山瀬公民館 山川 楽しい脳体操
13 月 13：00～14：30 飯尾敷地公民館・コミュニティセンター 鴨島 介護予防体操
14 火 9：00～10：30 川島老人福祉センター 川島 楽しい脳体操
16 木 9：00～11：00 西麻植市郷会館 鴨島 楽しい脳体操

17 金
9：00～10：30 鍛冶屋敷公会堂 川島 介護予防体操

13：00～14：30 川島公民館岡山分館 川島 口腔ケア

21 火
9：00～10：30 川島公民館上桜分館 川島 楽しい脳体操

13：00～14：30 山川公民館 山川 介護予防体操
22 水 9：10～10：40 東山老人憩の家 美郷 栄養のお話
24 金 9：00～10：30 森山公民館 鴨島 介護予防体操

27 月
9：00～10：30 鴨島老人福祉センター 鴨島 介護予防体操

13：00～14：30 知恵島老人憩の家 鴨島 楽しい脳体操
28 火 9：00～10：30 川島公民館山田分館 川島 楽しい脳体操
30 木 9：00～10：30 牛島公民館 鴨島 口腔ケア

※初めて参加される方は問い合わせください。※健康手帳を持参してください。※資料がある場合があります。眼鏡が必要な
方は持参してください。※健康相談の受付時間は、基本的に開始時刻から 30 分間です。※講座内容は変更する場合があります。

リハビリ教室
月 日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容

11 10 金 9：00～11：00 三ツ島西公会堂 川島
●血圧測定
●体力測定（握力・２ステップ）
●理学療法士による個別運動指導
●集団体操
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、
口
の
機
能
維
持
・
回
復
の
一

助
と
な
り
ま
す
。

　
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
の
た

め
の
口
腔
体
操
」
な
ど
詳
し
く
は
、

か
か
り
つ
け
の
歯
医
者
さ
ん
に
て

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

【
吉
野
川
市
歯
科
医
師
会
】

　
お
口
の
質
問
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
下
記
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 

質
問 	

最
近
、
健
康
に
つ
い
て
の

話
題
で
「
フ
レ
イ
ル
」
と
か
「
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
言
葉
を

よ
く
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
の
で

す
が
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
？

 

回
答 	『
フ
レ
イ
ル
』
と
は
、筋
力
、

持
久
力
、
生
理
機
能
の
衰
え
を
特

徴
と
す
る
複
数
の
要
因
か
ら
な
る

症
候
群
で
あ
り
、
身
体
障
害
が
起

こ
り
や
す
く
な
っ
た
状
態
を
言
い

ま
す
。
高
齢
者
の
約
8
割
は
、
70

歳
代
半
ば
か
ら
徐
々
に
心
身
が
衰

え
始
め
、
こ
の
フ
レ
イ
ル
の
段
階

を
経
て
徐
々
に
要
介
護
状
態
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
フ
レ
イ

ル
に
は
身
体
的
意
味
の
み
な
ら
ず
、

精
神
や
心
理
状
態
、
社
会
的
な
面

も
含
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
し
、
フ

レ
イ
ル
に
は
可
逆
性
の
意
味
が
含

ま
れ
て
い
て
早
期
発
見
や
適
切
な

処
置
に
よ
っ
て
生
活
機
能
の
維
持

や
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、『
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
』

と
は
、
口
に
関
係
す
る
些
細
な
衰

え
を
放
置
す
る
事
に
よ
り
、
し
ゃ

べ
り
づ
ら
く
な
る
、
等
の
口
の
機

能
の
低
下
、
か
み
に
く
い
、
飲
み

込
み
に
く
い
と
い
っ
た
食
べ
る
機

能
の
低
下
が
起
こ
り
、
進
行
す
る

第
87
回 

フ
レ
イ
ル
と
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て

●お口の質問について（窓口）●
市長公室　FAX 22－2244　メールアドレス m-koushitsu@yoshinogawa.i-tokushima.jp

お
し
え
て
!!
歯
医
者
さ
ん

不法投棄は大変な犯罪です! もし不法投棄を見かけたら、ご連絡ください。
阿波吉野川警察署 ☎25-6110　環境企画課 ☎22-2230 ℻22-2247

と
び
だ
す
な　
右
左
見
て　
安
全
に 

豊
田　
真
心
（
山
川
中
学
校
３
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
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●問い合わせ　健康推進課　☎22-2268　℻22-2245

高齢者のインフルエンザ予防接種実施のお知らせ

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

鴨
　
　
　
　
島
　
　
　
　
町

あおいそら在宅診療所 22−1311

鴨  

島  

町

森住内科医院 22−3010

麻名内科外科クリニック 26−0020 吉野川医療センター 26−2222

井内内科 24−3070 リバーサイドクリニック岡田 24−8884

石原小児科 24−2388 渡辺医院 24−7177

石原内科循環器科 24−2536 和田耳鼻咽喉科 24−2566

糸田川クリニック 24−7555
川 

島 

町

岸整形外科 25−3133

大内整形外科 24−3058 四宮医院 25−2016

かなめ小児科内科クリニック 26−0310 杉山医院 25−2802

鴨島川島クリニック 24−8551 矢田医院 25−2006

鴨島耳鼻咽喉科 24−8070

山
　  

川
　  

町

工藤内科医院 42−3113

鴨島病院 24−6565 さくら診療所 42−5520

木村内科胃腸科 24−6413 谷医院 42−2353

国立病院機構徳島病院 24−2161 中西内科クリニック 42−6755

鈴木内科（喜来） 24−3413 松永医院 42−2110

鈴木内科（敷地） 24−5880 三木クリニック 42−6618

知恵島皮膚科診療所 36−9012 山下耳鼻咽喉科クリニック 42−7533

古本内科クリニック 24−7377 よしのがわ往診診療所 36−1850

美摩病院 24−2957 美郷 美郷診療所 26−7570

令和５年度インフルエンザ予防接種吉野川市指定医療機関

　高齢者の方を対象に、予防接種法に基づくインフルエンザ予防接種を実施します。
●実施期限 令和６年１月 15 日（月） 

※インフルエンザの流行時期に間に合うように、できるだけ 12 月中旬までに接種を受けてください。
●対 象 者 インフルエンザ予防接種を希望する（本人の意思確認ができる）吉野川市民の方で、次の❶、

❷のいずれかに該当する方。ただし、接種日の時点で該当年齢に達していること。
❶満 65 歳以上の方
❷満 60 歳以上 65 歳未満の方で、厚生労働省令で定める、心臓、じん臓もしくは
 呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる、免疫の機能に障害を有する方

●申し込み方法
《市内の医療機関で接種される方へ》
接種を受ける市指定医療機関に、希望日の５日前までに申し込みください。予診票は医療機関に備え付け
ています。

《市外の医療機関で接種を希望される方へ》
事前に健康推進課に申し込みください。窓口または郵送にて、必要な書類を配付します。

※接種を受ける際には、本人確認ができるもの（健康保険証など）を提示してください。
●個人負担金　800 円　　接種を受ける医療機関の窓口でお支払いください。

※生活保護世帯に属する方は無料となりますので、事前に健康推進課（本館１階）または各支所（川島・
山川・美郷）で申請してください。

生活機能低下を防ごう  みんなで「生活不活発病」の予防を!23



子育て支援室 ほたるルーム
住　所

開館日
開館時間

山川町町 94 番地
（高越こども園内）
TEL・FAX 42-5758
月・水・金
午前９時～午後３時

10日㈮
17日㈮
24日㈮

絵本の読み聞かせ
親子ふれあい遊び
身体計測

子育て支援室 もうもうあいランド
住　所

開館日
開館時間

鴨島町牛島 888 番地１
（鴨島東こども園内）
TEL 24-8914
FAX 24-8922
火・水・金
午前９時～午後３時

７日㈫
８日㈬
15日㈬
17日㈮

子育て何でも相談
絵本の読み聞かせ
身体計測
親子ふれあい遊び

鴨島南児童館
住　所

開館日
開館時間

鴨島町飯尾 550 番地 76
TEL・FAX 22-2277
月～土
午前 10 時～午後６時（月～金）
午後１時～５時 30 分（土曜日）

９日㈭
10日㈮
11日㈯

20日㈪
21日㈫

硬筆教室
絵本の読み聞かせ
吉野川市児童館合同
ウォークラリー
絵画教室・合気道
ダルクローズリトミック

鴨島児童館
住　所

開館日
開館時間

鴨島町知恵島 1208 番地２
TEL・FAX 24-2379
月～土
午前 10 時～午後６時（月～金）
午後１時～６時（土曜日）

２日㈭
６日㈪

11日㈯
17日㈮
18日㈯
28日㈫

羽尻利門さんによる絵本講演会
柳谷和美さんによる子育て講演会

「赤ちゃんの泣く理由を知って楽々子育て」
吉野川市児童館合同ウォークラリー
安藤さんの観望会
もぐもぐフェス
親子の絆づくりプログラム～ BPプログラム～

八坂児童館
住　所

開館日
開館時間

山川町安楽寺 165 番地
TEL・FAX 42-6828
月～土
午前 10 時～午後６時（月～金）
午後１時～５時 30 分（土曜日）

１日㈬
７日㈫
11日㈯

18日㈯
20日㈪

おいもほり
菜園活動
吉野川市児童館合同
ウォークラリー
サッカー教室
ミニ運動会

●児童館

子育て支援室 ちびっこドーム
住　所

開館日
開館時間

川島町桒村 2421 番地１
（川島かもめこども園内）
TEL 25-6616
FAX 25-6617
月・火・木・金
午前９時～午後３時

６日㈪
７日㈫
９日㈭
17日㈮
20日㈪
21日㈫
28日㈫

こども園見学会（川島かもめ）
こども園見学会（鴨島かもめ）
こども園見学会（山瀬かもめ）
お誕生会「10・11月生まれ」
園庭であそぼう
ベビーヨガ＆マッサージ
ダルクローズリトミック

子育て支援センター ちびっこプラザ
住　所

開館日
開館時間

鴨島町鴨島 252 番地１
（日本フネン市民プラザ内）
TEL 22-2440
FAX 22-2441
水～月
午前９時～午後５時

１日㈬
６日㈪
15日㈬
16日㈭
17日㈮
30日㈭

わくわくデー
赤ちゃんヨガ＆ベビーマッサージ
絵本の読み聞かせ
子育てママのトータルケア
誕生会・写真撮影
ママのためのリフレッシュマッ
サージ・産後ケアアドバイス

子育て支援館 ぶどうの木
住　所

開館日
開館時間

鴨島町鴨島 440 番地２
（認定こども園めぐみ幼稚園
めぐみ保育園北側）
TEL・FAX 38-9117
TEL 24-2435
月～金
午前９時～午後３時

７日㈫
８日㈬
21日㈫
22日㈬
28日㈫

いもほり遠足
お誕生会
イザヤ先生と英語で遊ぼう！
イザヤ先生と英語で遊ぼう！
ふきこおばさんとあそぼう！

●地域子育て支援拠点施設

●子育て支援施設
地域子育て
支援センター かもめ元気クラブ
住　所

開館日
開館時間

鴨島町西麻植字大東 98 番地１
（鴨島かもめこども園内）
TEL 24-2856
FAX 24-2857
火・木・金
午前 10 時～午後３時

２日㈭
16日㈭
30日㈭

絵本の読み聞かせ
作ってあそぼう
ベビーマッサージ

子育て支援 なかよしくらぶ
住　所

開館日
開館時間

鴨島町鴨島乙 897 番地９
（鴨島中央認定こども園内）
TEL・FAX 24-2356
月・水・金
午前 10 時～午後３時

６日㈪
８日㈬
10日㈮
15日㈬
24日㈮

園庭開放
運動遊び
食育相談
絵本の読み聞かせ
子育て相談

地域子育て
支援センター 山瀬わんぱく広場
住　所

開館日
開館時間

山川町諏訪 266 番地５
（山瀬かもめこども園内）
TEL 30-1212
FAX 30-1213
月・水・木
午前 10 時～午後３時

２日㈭
９日㈭
16日㈭
30日㈭

ベビーマッサージ
絵本の読み聞かせ
運動遊び
作って遊ぼう

子育て支援課　TEL 22-2266  FAX 22-2245

吉野川市子育て支援施設の行事予定 11月

※月間行事予定表は二次元コー
ドでご確認ください。

※各施設にも月間行事予定表を
備え付けています。

※詳しくは、各施設
へ直接問い合わせ
ください。

「生活不活発病」とは、「動かない（生活が不活発な）」状態が続く
ことにより、心身の機能が低下して、「動けなくなる」ことをいいます。 24



で  き  ご  と

・・・ E v e n t・・・

y o s h i n o g a w a c i t y

　７月 21 日、日本道路株式会社四国支店から、地域貢献の一環として、備蓄
品を吉野川市へ寄贈していただきました。本寄贈は日本道路株式会社が、国土
交通省徳島河川国道事務所から「令和４年度国道 192 号桑村地区外舗装工事」
を受注・施工した際、吉野川市内で設置していた工事事務所を工事竣工をもっ
て閉鎖するにあたり、提案いただいたものです。寄贈していただいたアルファ
米、保存水などの備蓄品は、吉野川市の防災事業で活用させていただきます。

日本道路株式会社四国支店から防災備蓄品が寄贈されました

◁日本道路株式会社四国支店から寄贈いただきました

◁会場の様子

上浦公民館夏まつり
　７月 30 日、上浦公民館で４年ぶりに夏まつりが開催されました。
　公民館前では、かき氷、あゆのつかみ取りや流しそうめん体験など、夏らし
い催しが行われ大勢の家族連れで賑わいました。また、館内では、揚げたこや
フランクフルトなどのお祭りフードを楽しむ姿や、輪投げやスカットボール
コーナーで遊ぶ子どもの姿も見られ、４年ぶりのお祭りを満喫していました。

夜空に咲く大輪の花
　８月６日、吉野川市鴨島運動場で納涼花火大会が開催さ
れ、約 1,000 発の花火が夜空を彩りました。今年は、４
年ぶりに制限のない従来どおりの開催となり、たくさんの
出店が会場に並び、浴衣姿の来場者も見られました。夏の
夜空に打ち上がる色とりどりの花火に多くの来場者が魅了
され、夏の風物詩を堪能した様子でした。 夜空を彩る花火▷

　本市では、「地方創生応援税制」（企業版ふるさと納税）で本市を応援していた
だける企業を募集しており、６月 27 日に次の企業様から寄付をいただきました。
　贈呈いただいた寄付金は、吉野川市まち・ひと・しごと創生推進事業に活用
いたします。
◦ KSS 株式会社様（本社所在地：東京都武蔵村山市）
◦寄付額　20 万円

「企業版ふるさと納税」による寄付をいただきました

感謝状を贈呈させていただきました▷

徳島県表彰受賞
　８月７日、次の方々が
徳島県表彰を受賞されま
した。
　これは、さまざまな分
野における功績に対して
表彰されたものです。

岸田 德明さん 産業の振興に尽くした
もの

多年にわたり徳島県建築士会の役員として、業界の
発展に貢献されました。

木村 雅彦さん 産業の振興に尽くした
もの

多年にわたり徳島県経営者協会の役員として、企業
の発展と労使関係の安定に貢献されました。

吉田 政豊さん 社会福祉の増進に尽く
したもの

多年にわたりとくしま障がい者就労支援協議会の役
員として、障がい福祉の向上に貢献されました。

渡部 國博さん 教育または文化の振興
に尽くしたもの

多年にわたり徳島県スポーツ推進委員連絡協議会の
役員として、スポーツの振興に貢献されました。

四国中学校総合体育大会出場を報告しました
　今年度の徳島県中学校総合体育大会の結果、四国中学校総合体育大
会（全中標準記録を上回った方は、全国中学校体育大会）の出場を見
事果たした市内４中学校の選手の皆さんが、市長・教育長を表敬訪問
しました。
　選手からは「良い結果が残せるように頑張りたい」と大会出場に向
けての意気込みが語られました。
　四国大会に出場の学校・競技は、次のとおりです。

鴨島東中学校 ◦ソフトテニス（男子・個人）
鴨島第一中学校 ◦陸上競技

◦水泳競技
川島中学校 ◦卓球（女子・団体）

◦ソフトテニス（男子・個人）
◦陸上競技

山川中学校 ◦サッカー
◦水泳競技

「生活不活発病」予防のポイント
毎日の生活の中で活発に動くようにしましょう25



で  き  ご  と

・・・ E v e n t・・・

y o s h i n o g a w a c i t y

　８月 14 日、川島ソフトテニスクラブに所属する阿部裕真さん（西麻植小）
と池本ひよりさん（学島小）、市場ジュニアクラブに所属する岡田爽汰さん（西
麻植小）が８月３日～６日に兵庫県で行われた全日本小学生選手権大会出場結
果を市長へ報告しました。今回、トーナメントを勝ち進むことは出来ませんで
したが、阿部さんからは「中学生になっても、四国大会や全国大会に行きたい」、
池本さんからは「県内の大会でまだ優勝したことがないので、優勝したい」、
岡田さんからは「今年 10 月に行われる西日本大会に出場できるように頑張り
たい」との熱い思いが語られました。

新たな目標を胸に

◁左から原井市長、阿部さん、岡田さん、池本さん

全国大会初出場！！
　８月 17 日、吉野川ジュニアアスリートクラブに所属する、黒川夏帆さんと毛利
麗空さんが市役所を訪れ、市長へ全国小学生陸上競技交流大会の出場を報告しまし
た。黒川さんは 80 ｍハードルと走高跳の２種目合計点で順位を競うコンバインド
A、毛利さんは５年生 100 ｍで見事徳島県１位となり全国大会出場を決めました。
黒川さんからは「ハードル・高跳びともに自己ベストを出せるように頑張ります」、
毛利さんからは「決勝戦に残れるように頑張ります」と全国大会に向けての意気込
みが語られました。左から原井市長、黒川さん、毛利さん

一夜限りの『鴨島阿波おどり』
　８月 16 日、鴨島駅前で地元有志による『鴨島阿波おどり』が開催されました。
　「太鼓の楽校」の演奏を皮切りに、地元連の「舞絆踊連」や「もっこ連」を
はじめ、「ゑびす連」、「殿様連」、「阿波おどり振興協会合同連（徳島市）」など
の有名連も参加し、計 12 連が鴨島の熱い夏を盛り上げました。また、グラン
ドフィナーレでは来場者も一緒になって阿波踊りを踊る姿も見られ、一夜限り
の阿波おどりを堪能していました。 阿波おどり振興協会合同連（徳島市）▷

　８月 16 日、吉野川市を拠点に活動する「エトワール山川」と「メープルエ
コー川島」の皆さんが全国大会出場を報告するため市役所を訪れました。
　両団体は６月に開かれた『第 46 回全日本おかあさんコーラス四国支部徳島
大会』で、出場した 23 団体の中から見事代表に選ばれ全国大会出場を決めま
した。全国大会出場は「エトワール山川」が２回目、「メープルエコー川島」
が３回目となります。

歌声を全国へ

「メープルエコー川島」と「エトワール山川」の皆さんと▷

鴨島駅前周辺『吉野川マルシェ』で賑わいました！
　８月 20 日、JR 鴨島駅周辺から日本フネン市民プラザまで
のエリアで『吉野川マルシェ』が開催されました。今回は吉
野川高等学校農業科学科果樹専攻班と食品製造専攻班の生徒
らも参加し、自分たちの手で育てた「シャインマスカット」
や手作りの「クッキー」、「マドレーヌ」などを販売しました。
また、阿波おどりが同時開催され、舞絆踊連、もっこ連、き
らく連、舞雀連・龍虎連合同連が会場を盛り上げました。吉野川高等学校食品製造専攻班の生徒たち吉野川高等学校果樹専攻班の生徒たち

川島城ライトアップ
　８月９日、川島城で川島城ライトアップ点灯式が行われました。
　本事業は、川島城の魅力再発見を願う市民の思いから、市の広報サポーター
でもある阿部和剛さんが市にライトアップの充実を提案し、ガバメントクラウ
ドファンディング ® により実現したものです。
　点灯式では、阿部さんから原井市長へ照明灯の寄贈が行われた他、カウント
ダウンのかけ声とともにお城が照らされ、昼間とは違った魅力の夜城が姿を現
しました。ライトアップは当面の間、日没から午後９時 30 分まで実施されます。 川島城ライトアップの様子

「生活不活発病」予防のポイント
家庭・地域・社会で楽しみや役割をもちましょう 26



　8 月 23 日、吉野川体育協会に所属しているソフトボールチーム『吉野川市
MARC』の山下大介監督と渡部國博理事長（市ソフトボール協会）が市役所
を訪れ、『吉野川市 MARC』、『吉野川クラブ』、『吉野川クラブ実年』の３チー
ムが全国大会に出場することを市長に報告しました。渡部理事長からは「『吉
野川市 MARC』は西日本大会での優勝経験もあり、全国大会でも期待が出来る」
と山下監督を鼓舞する様子も見られ、全国大会優勝への期待が高まりました。

日本一を目指して

◁左から原井市長、渡部理事長、山下監督

「シャボン玉おじさん」がやってきた！！
　８月 27 日、吉野川市ポケットパークで「シャボン玉おじさん」によるシャ
ボン玉ショーが行われました。スモークバブルやバブルインバブルを始め、
さまざまな形のシャボン玉を次々と生み出していくパフォーマンスに子ど
もたちは大興奮の様子でした。ショー終了後はシャボン玉道具の貸し出し
もあり、親子で楽しむ姿が見られました。

◁シャボン玉ショーの様子

◁左から原井市長、澤田選手

高みを目指して
　８月 30 日、レスリング選手の澤田幸明さん（拓大３年）が市役所を訪れ、８
月 19 日にヨルダンのアンマンで行われた「2023 年 U20 世界選手権」で銅メ
ダルを獲得したことを市長に報告しました。澤田選手の階級は男子グレコローマ
ン 63㎏級で、今後の目標は「ロサンゼルスオリンピック出場。大学在学中に一
般の大会でも優勝したい」と意気込みを語りました。

　８月 24 日、山川町川東名神代御宝踊り保存会が市役所を訪
れ、11 年ぶりに広島県で開催される『中四国神楽フェスティバ
ル in ひろしま』への参加を市長に報告しました。表敬訪問では、

「お宝踊り」の起源を紙芝居で説明したほか、地元小中学生によ
る「お宝踊り」が披露されました。

中四国の神楽団体が集結！！

川東名神代御宝踊り保存会の皆さんと▷

高校生が税務署のインターシップに参加しました
　８月 21 日、22 日、川島税務署にて吉野川高校と阿波西高校の２年生４人
がインターシップに参加し、国税電子申告・納税システム (e-Tax) を使った申
告書作成などを学びました。また、最終日に行われた模擬記者発表では、「スマー
トフォンを利用した確定申告」をテーマに発表し、実際の新聞記者との質疑応
答を体験しました。参加した生徒からは「短い時間だったが、将来に向けて貴
重な体験ができた」や「初めての体験だったが、税に興味を持つことができて、
良い経験になった」と感想が述べられました。 税務署職員から業務を教わる高校生たち

SUMMER＆防災フェスタ
　８月 27 日、日本フネン市民プラザで「SUMMER ＆ 防災フェスタ」が開催され、多くの来場者で賑わいました。会場では、
親子でプッシュ講習会（心肺蘇生講習会）や川島高校生による絵本読み聞かせ、大型防災紙芝居、防災ダンスなどさまざま
なステージイベントが行われました。また、ドローンサッカー体験や防災クイズなど楽しく防災知識を学べるブースもあり、
来場者は各ブースを回り防災フェスタを楽しんでいました。

△親子でプッシュ講習会 △川島高校絵本プロジェクト △救急救命講習会 △日本防災用公衆電話171 △災害時に活躍する車両展示

「生活不活発病」予防のポイント
歩きにくくなっても、杖や伝い歩きなどの工夫を27
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❶ 小松菜はゆでて細かいみじん切り
 にし、ハムは小さい角切りにする。
❷ ボールにホットケーキミックス、牛乳、
 マヨネーズを混ぜ合わせ、粉っぽさがなくなったら
 小松菜、コーン、ハム、チーズを入れてさっくりと混ぜる。
❸ ❷をアルミカップに入れ、180℃に余熱をしたオーブンで約

30 分焼き、竹串をさして生地がついてこなければ出来上がり。

わくわくレシピ
おやつにはもちろん、いろいろな具材が入って
いて朝食にもぴったりです！ハムと青菜のケークサレ

量を多く作るときは、天板にオーブンシート
を敷いて生地を流し込み、大きく焼いて切
り分けてもよいです。焼き時間・温度は
オーブンの機種により調整してください。

ひとくち
メモ

● ホットケーキミックス 40g
● 牛乳 20g
● マヨネーズ 8g
● 小松菜 16g
● コーン 10g
● ロースハム 10g
● ピザ用チーズ 16g

材料（子ども用２個分）

「生活不活発病」予防のポイント
身の回りのことや家事などがやりにくくなったら早めに相談を 28



フリーダイヤル 0120-24-2195

セレモニー
みくらや会館
鴨島町鴨島521
 TEL（0883）24-2195 ㈹
 FAX（0883）24-2197

セレモニー
みくらや西ホール
川島町学字北久保118 
TEL（0883）25-6255
FAX（0883）25-6256

いざという時のために毎月少々の掛金で

三倉屋互助会

山川図書館 　☎ 42-5222　℻	26-4101
開館時間　午前 10 時～午後６時
10 月、11 月の休館日　月曜日、祝日、振替休日（10 月
10日㈫）、月末資料整理日（10 月31日㈫、11月30日㈭）
◆子どもえいが会
　と　き　11 月４日㈯　午後２時～（１時間程度）

　　　　「ふしぎ駄菓子屋銭天堂５ １話～６話」
◆おはなし会
　と　き　11月11日㈯　午後２時～（30分程度）
　対　象　幼児から絵本に関心のある一般の方まで
　内　容　おはなしグループ「まんぷく座」によ

る絵本の読み聞かせ
※上記イベントはすべて参加無料、場所は山川図書館 会議室です。

◆「雑誌付録プレゼント」のお知らせ
川島図書館・山川図書館では、11 月 21 日㈫から本を借りた方に雑誌の付録をプレゼントします。
詳細は各図書館に問い合わせください。※鴨島図書館の雑誌付録プレゼントは 12 月に行います。

図書館だより

川島図書館 　☎ 25-3141　℻	25-5382
開館時間　午前 10 時～午後６時
10 月、11 月の休館日　水曜日、祝日、月末資料整
理日（10 月 31 日㈫、11 月 30 日㈭）、特別資料整
理期間（11 月７日㈫～ 16 日㈭）（１年に１度、図書
館にあるすべての本の所在を確認し、整理整頓するた
めの期間）特別資料整理期間中は、図書館は休館です。
◆展示「吉野川市青少年育成市民会議川島支部
　作品展」
　と　き　10 月 30 日㈪まで
　ところ　川島図書館１階ロビー
※入場無料です。

鴨島図書館（日本フネン市民プラザ３階）　☎ 22-2004　℻	22-2014
開館時間　午前９時～午後７時　10月、11月の休館日　火曜日、月末資料整理日（10月30日㈪、11月30日㈭）
◆おはなし会
　と　き　毎週土曜　午前 10 時 30 分～ 11 時
　ところ　鴨島図書館内　読み聞かせコーナー
　●よみっこ★か～ものおはなし会
　　と　き　11 月 11 日㈯　午前 10 時 30 分～ 11 時
　●おはなし「ふわり」タイム
　　と　き　11 月 25 日㈯　午前 10 時 30 分～ 11 時
◆絵本作家 原田たけしさんによる読み聞かせ
　と　き　11 月４日㈯　午前 10 時 30 分～ 11 時
　ところ　鴨島図書館　読み聞かせコーナー

絵本作家 原田たけしさんによる絵本の読み聞か
せです。代表作「小学生のボクは、鬼のようなお
母さんにナスビを売らされました。」など。

◆一日図書館員
　と　き　11 月５日㈰　午後１時～４時
　ところ　鴨島図書館　  対象　小学５・６年生
　定　員　４人　※先着申込制
※ 10 月 21 日㈯ 午前９時より受付開始（電話受付も可）。
◆絵本の読み聞かせ講座
　と　き　11 月６日㈪　午後２時～３時 30 分
　ところ　日本フネン市民プラザ２階　多目的室 227
　講　師　中 洋子さん（とくしまおはなしを語る会 代表）
※申し込みが必要です（電話受付も可）。

◆招き猫・絵付け体験
　と　き　12 月３日㈰　午後２時～３時 30 分
　ところ　日本フネン市民プラザ２階　多目的室（中）
　対　象　中学生～大人向け（子ども連れの参加も OK）
　内　容　貯金箱としても使える素焼きの招き猫に、

絵の具でオリジナル絵付けが体験できま
す。講師によるレクチャーもあります。

　参加費　材料費１個 300 円
　　　　　（１グループにつき２個まで）
　定　員　体験 10 名程度　※先着申込制
※ 10 月 21 日㈯ 午前９時より受付開始（電話受付も可）。
◆館内　夜のクリスマスコンサート
　と　き　12 月 16 日㈯
　　　　　午後７時 20 分～８時 30 分
　ところ　図書館内
　出　演　皆谷 尚美さん（徳島のシンガーソングライター）
　対　象　大人向け
　定　員　80 名程度　※先着申込制
※ 10 月 21 日㈯ 午前９時より受付開始（電話受付も可）。

※記載のないものについては参加無料です。
★イベントの詳細は鴨島図書館の
　HP・Instagram をご覧ください。 HP▲ Instagram▲

「生活不活発病」予防のポイント
「無理は禁物」「安静第一」と思いこまないで29



青
少
年
育
成
補
導

あ
が
る

川
島
小
四
年
　
後
藤
田 
静
空

よ
い
し
ょ　
階
段
を
あ
が
る

よ
か
っ
た
ね　
せ
い
せ
き
が

あ
が
る

商
品
の　
ね
だ
ん
が
あ
が
る

よ
う
ち
園
か
ら　
小
学
校
に

あ
が
る

よ
ご
れ
が
落
ち
る　
効
果
が

あ
が
る

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
第
18
号
」よ
り

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
薬
物
!

　

薬
物
事
犯
検
挙
人
員
は
、
平

成
26
年
以
降
増
加
の
一
途
を
た
ど

り
、
令
和
４
年
も
、
過
去
最
多
を

記
録
し
た
令
和
３
年
に
続
く
高
い

水
準
で
し
た
。
特
に
、
20
歳
代
が

過
半
数
を
占
め
る
な
ど
、
若
年
層

を
中
心
と
し
た
薬
物
の
乱
用
拡
大

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
薬
物
乱
用
と
は
‥
？

　
社
会
の
ル
ー
ル
か
ら
外
れ
た
方

法
や
目
的
で
、
覚
醒
剤
や
麻
薬
な

ど
薬
物
を
使
う
こ
と
で
す
。
遊
び

吉野川店
New

吉野川市鴨島町西麻植字麻植市56-28　TEL.0883-24-3171
●定休日 月曜・第2火曜　●営業時間 9：30～18：00（サービス入庫受付は17：00まで）

ホーホケキョ 白竜峡 高越山 紅竜峡

東野リキュールの本格梅酒
二人で仲よく梅酒を造り精一杯おもてなししています

梅酒蔵

東野リキュール製造場  東野 宏一

吉野川市美郷字川俣５番地５
TEL 0883-43-2216
FAX 0883-43-2212

鴨島町上下島17-1（リトルバードの南側）
☎0883-22-1122

「事業再構築補助金により作成」

0～18歳までの発達に心配がある
お子様をサポート。

放課後等デイサービス児童発達支援

見学
できます!!

要予約

し
ま
い
ま
す
。

　
『
話
題
を
変
え
る
、
そ
の
場
か

ら
離
れ
る
』「
そ
う
い
え
ば
…
」

な
ど
と
話
題
を
変
え
て
、
誘
い

を
か
わ
し
ま
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
な

ど
の
口
実
で
そ
の
場
か
ら
離
れ
ま

し
ょ
う
。

　
『
相
談
を
す
る
』
一
人
で
悩
ま

な
い
で
、
家
族
や
警
察
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

ご
家
族
の
皆
さ
ん
へ

　

薬
物
乱
用
問
題
に
つ
い
て
は
、

自
分
の
子
ど
も
は
大
丈
夫
と
い
う

決
め
つ
け
は
禁
物
で
す
。
薬
物
乱

用
に
関
す
る
情
報
は
日
常
生
活

の
中
に
氾
濫
し
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
は
誘
惑
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
覚
醒
剤
な
ど

が
簡
単
に
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
日
頃
か
ら
家
族
の

話
し
合
い
を
通
じ
て
、
薬
物
乱
用

防
止
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
て
、
子
ど
も
た
ち
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
２5-

６
６
２
０

℻
２5-

６
６
２
１

や
快
感
を
求
め
る
た
め
に
、
た
と

え
１
回
使
用
し
た
だ
け
で
も
乱
用

に
な
り
、
同
時
に
犯
罪
に
も
な
り

ま
す
。

●
薬
物
乱
用
の
甘
い
誘
い

　
「
１
回
だ
け
な
ら
平
気
・
人
生

は
経
験
だ
」「
た
だ
の
栄
養
剤
だ

よ
」「
痩
せ
ら
れ
る
よ
」「
み
ん
な

や
っ
て
る
よ
（
や
っ
て
な
い
の
は

キ
ミ
だ
け
）」
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
を
薬
物
乱
用
の
魔
の
手
か
ら
守

る
の
は
大
人
の
責
任
で
す
!

●
薬
物
乱
用
が
な
ぜ
ダ
メ
か
？

　
薬
物
の
乱
用
は
大
切
な
脳
を
傷

つ
け
ま
す
。
特
に
、
小
学
生
、
中

学
生
、
高
校
生
の
時
期
は
、
心

身
と
も
に
急
速
に
発
達
す
る
と
き

で
す
。
こ
の
時
期
に
薬
物
を
乱
用

す
る
と
、
脳
や
身
体
の
成
長
が
ス

ト
ッ
プ
し
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
で
き
ず
、
意
欲
が
な
く
な

る
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
る
な
ど
、
心

身
の
発
達
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

断
る
勇
気
が
未
来
を
つ
く
る
!

●
誘
わ
れ
た
ら
ど
う
す
る
？

　
『
は
っ
き
り
、き
っ
ぱ
り
』断
る
。

少
し
で
も
迷
っ
て
い
る
様
子
を
見

せ
て
し
ま
う
と
、
ま
た
誘
わ
れ
て

電話で「キャッシュカード」の話が出たら、詐欺の危険信号！
阿波吉野川警察署生活安全課 30



鴨島大菊人形　菊遊座と菊人形会場

　藍商から製糸業に転換した筒井製絲（株）の工場前に、大
正 14（1925）年の秋に「鴨島菊人形」の旗を見たのが菊人
形のはじめであります。実業家筒井嘉太郎氏が鴨島菊遊会を組織し、昭和２（1927）年に藍
商の本カネマン川真田市太郎氏から２千坪の土地の提供を受け、本カネマン藍屋敷（現日本
フネン市民プラザ敷地）東隣の広い畑に、菊遊座を備えた会場を開設し、菊人形、四国菊花
品評会が開催されました。昭和 16（1941）年に大戦で中止となりましたが戦後に復活し、有
楽座 （昭和 24 ～ 34 年）→有楽園（昭和 35 ～ 40 年）→江川遊園地（昭和 41 ～ 43 年）を最
後に菊人形は休止となりました。
　その後、菊花展として鴨島駅前（昭和 49 ～ 50 年）→筒井製絲（株）前広場（昭和 51 年）
で開催された後、菊人形は再び復活し、鴨島駅前駐車場（昭和 52 ～平成７年）→吉野川市役
所前広場（平成８年～）と変遷して現在に至っております。
　菊遊座では阿波源之丞座による「阿波人形浄瑠璃」も上演されていました。藍商人は地域
の文化や芸事の発展に貢献しました。

故
郷
を

知
る
!!

y o s h i n o g a w a  c i t y

第
59
回

日本遺産

藍のふるさと阿波
～日本中を染め上げた
　　　至高の青を訪ねて～

夕暮れ以降の重大交通事故防止のため、車両運転時の『早めのライト点灯』、
歩行時の『反射材の着用』をお願いします。　阿波吉野川警察署生活安全課31



よしのがわ市民カレンダー
10 月 行事・イベント

11 水

12 木 行政相談10:00～12:00
（市役所本館４階１４１会議室）

13 金

14 土

15 日 吉野川マルシェ（P18）

16 月

17 火

18 水

19 木
行政相談10:00～12:00（美郷支所
会議室)、人権相談13:30～16:00(西
麻植会館２階会議室)

20 金
司法書士による無料法律相談10:00～12:00（市役
所本館４階１４１会議室）、空き家無料相談会13:00
～16:00（市役所東館２階事務協議室22）（P18）

21 土 LGBTQ電話相談16:00～19:00
☎080-3164-2230

22 日 徳島ヴォルティスホームゲーム（P15）

23 月

24 火

25 水 菊人形・菊花展開催
（市役所イベント広場11/26㈰まで）

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火

◦介護予防教室・リハビリ教室（P22）
◦吉野川市子育て支援施設 11月の行事予定（P24）
◦図書館だより（P29）

11 月 行事・イベント

1 水

2 木

3 金 文化の日

4 土 徳島ヴォルティスホームゲーム（P15）

5 日

6 月 行政相談10:00～12:00
（山川支所２０３会議室)

7 火 行政相談13:00～15:00
（川島公民館会議室）

8 水

9 木
行政相談10:00～12:00（市役所本館
４階１４１会議室）、人権相談13:30～
16:00(吉野川市交流センター１階和室)

10 金

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

【夜間・在宅当番医】
◦平日／ 18 時～ 22 時
◦休日／９時～ 13 時、14 時～ 18 時、19 時～ 22 時
◦吉野川市ホームページにも掲載しています。
◦日本中央テレビ、ケーブルネットおえでも放送しています。
◦変更になる場合がありますので、必ず当番医または徳島中央広域

連合（☎ 26-1190）で確認の上、受診してください。
【小児救急医療体制】
◦徳島市夜間休日急病診療所（☎ 088-622-3576）
◦県立中央病院（☎ 088-631-7151）

〈 月～土 〉
　８時 30 分～ 19 時 30 分 最寄りの医療機関
　19 時 30 分～ 22 時 30 分 徳島市夜間休日急病診療所
　22 時 30 分～翌９時 県立中央病院

〈 日・祝日 〉
　９時～ 12 時 30 分 徳島市夜間休日急病診療所
　13 時 30 分～ 17 時 徳島市夜間休日急病診療所
　18 時～ 22 時 30 分 徳島市夜間休日急病診療所
　22 時 30 分～翌９時 県立中央病院
◦吉野川医療センター（☎ 26-2222）
　診療日　第２・第４日曜日 診療時間　午前中（直接問い合わせください）

再
生

紙
と

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
。
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※市民カレンダーには、市内全ての行事・イベントが記載されて
いるわけではありませんので、あらかじめご了承ください。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

※市民カレンダーには、市内全ての行事・イベントが記載されて
いるわけではありませんので、あらかじめご了承ください。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

夜間・休日
在宅当番医

糸田川クリニック
☎ 24-7555

さくら診療所
☎ 42-5520

かなめ小児科内科クリニック
☎ 26-0310

あおいそら在宅診療所
☎ 22-1311

杉山医院
☎ 25-2802

木村内科胃腸科
☎ 24-6413

谷医院
☎ 42-2353

山下耳鼻咽喉科クリニック
☎ 42-7533

古本内科クリニック
☎ 24-7377

よしのがわ往診診療所
☎ 36-1850

知恵島皮膚科診療所
☎ 36-9012

矢田医院
☎ 25-2006

鈴木内科（敷地）
☎ 24-5880

鈴木内科（喜来）
☎ 24-3413

岸整形外科
☎ 25-3133

糸田川眼科
☎ 24-2531

鴨島病院
☎ 24-6565

大内整形外科
☎ 24-3058

松永医院
☎ 42-2110

工藤内科医院
☎ 42-3113

高橋皮膚科クリニック
☎ 24-5122

市内での火災・救急出動 （※累計は令和５年１月からのもの）

火災 ７月 累計 救急出動 ７月 累計
０件 ３件 193 件 1,262 件

夜間・休日
在宅当番医

井内内科
☎ 24-3070

中西内科クリニック
☎ 42-6755

木村内科胃腸科
☎ 24-6413

リバーサイドクリニック岡田
☎ 24-8884

谷医院
☎ 42-2353

石原内科循環器科
☎ 24-2536

グリーン耳鼻咽喉科
☎ 24-2488

森住内科医院
☎ 22-3010

麻名内科外科クリニック
☎ 26-0020

さくら診療所
☎ 42-5520

糸田川クリニック
☎ 24-7555

鈴木内科（敷地）
☎ 24-5880

山下耳鼻咽喉科クリニック
☎ 42-7533

かなめ小児科内科クリニック
☎ 26-0310

あおいそら在宅診療所
☎ 22-1311

本号に掲載している各種行事・イベントなどは、開催を中止または延期する場合がありますので、
詳しくは担当課もしくは主催者に問い合わせください。

今月の税 国民健康保険税　第４期 納期限
10 月 31 日㈫
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